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江
戸
城
の
う
ち
徳
川
家
の
夫
人
お
よ
び
奥
女
中
の
住
む
空
間
を
大
奥
と
い

は
じ
め
に

キ
ー
ワ
ー
ド

浜
松
藩
山
形
藩

歌
舞
音
曲

「
宴
遊
日
記
」

奥

女

中

奥

武

家

奉

公

大奥大和郡山藩

ま ーは． 

と 2 1 2 1 じ

の
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【
研
究
ノ
ー
ト
】

奥

女

中

奉

公

に

つ

い

て

う
。
江
戸
城
本
丸
御
殿
の
大
奥
は
将
軍
の
夫
人
で
あ
る
御
台
所
の
居
室
を
中
心

と
す
る
御
殿
向
、
奥
女
中
の
住
居
と
な
る
長
局
向
、
大
奥
事
務
官
で
あ
る
広
敷

(
1
)
 

役
人
が
勤
務
す
る
広
敷
向
の
三
つ
で
構
成
さ
れ
る
。
広
敷
役
人
は
男
性
で
あ
る

た
め
、
大
奥
は
将
軍
以
外
の
男
子
禁
制
で
あ
る
と
い
う
表
現
は
正
確
で
は
な
い

が
、
広
敷
役
人
は
広
敷
向
よ
り
中
に
入
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
松
尾
美
恵

子
氏
は
大
奥
女
中
及
び
幕
府
の
女
中
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。

大
奥
女
中
と
は
狭
義
に
は
江
戸
城
本
丸
の
大
奥
に
居
住
し
た
将
軍
付
の
女
中
の

み
を
指
す
（
江
戸
城
本
丸
大
奥
に
は
他
に
御
台
所
や
将
軍
生
母
付
き
等
の
女
中

が
い
た
）
。
幕
府
の
女
中
つ
ま
り
江
戸
幕
府
に
仕
え
幕
府
よ
り
禄
を
支
給
さ
れ
る

女
性
と
な
る
と
範
囲
は
広
が
る
。
本
丸
大
奥
・
西
丸
大
奥
・
ニ
の
丸
・
三
の
丸

の
奥
に
つ
か
え
る
女
性
、
将
軍
の
息
女
付
の
女
性
が
挙
げ
ら
れ
る
。
将
軍
の
息

女
が
結
婚
後
大
名
屋
敷
に
移
り
住
ん
で
も
、
息
女
付
の
女
中
の
手
当
て
は
幕
府

よ
り
支
給
さ
れ
た
た
め
、
幕
府
の
女
中
は
江
戸
城
外
に
も
い
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
直
の
奉
公
人
の
ほ
か
に
又
者
も
大
勢
い
た
。
年
寄
や
中
藤
な
ど
は
部
屋

(
3
)
 

方
（
又
者
）
を
自
分
の
扶
持
よ
り
雇
う
こ
と
が
で
き
た
。
例
え
ば
十
人
扶
持
と

い
っ
た
場
合
、
自
分
を
一
人
と
数
え
九
人
ま
で
雇
う
こ
と
が
で
き
た
。
町
人
や

＊
当
館
学
芸
員

畑

尚
子
＊
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畑 尚子

(4
)
 

百
姓
の
娘
が
大
奥
奉
公
を
す
る
と
い
う
の
は
多
く
は
こ
れ
に
当
た
る
。
三
田
村

(
5
)
 

鳶
魚
の
『
御
殿
女
中
』
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
大
奥
に
仕
え
た
女
性
を
御
殿
女

中
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
滝
沢
博
氏
も
御
殿
女
中
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る

(
6
)
 

が
、
御
殿
奉
公
と
い
う
場
合
は
大
名
家
の
奥
へ
の
奉
公
も
含
ま
れ
る
。

大
奥
及
び
大
奥
女
中
に
関
し
て
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
は
松
尾
美
恵
子
氏
が

(
7
)
 

ま
と
め
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
割
愛
し
た
い
。
最
近
、
文
京
区
で
広
敷
役
人

を
勤
め
た
旗
本
田
村
喜
四
郎
の
子
孫
が
寄
贈
し
た
文
書
の
な
か
か
ら
「
大
奥
女

(
8
)
 

中
分
限
帳
」
な
ど
大
奥
に
関
す
る
史
料
が
見
つ
か
り
、
そ
の
展
示
が
行
わ
れ
た
。

将
軍
家
の
大
奥
に
対
し
て
、
大
名
の
場
合
は
単
に
奥
と
呼
ぶ
。
大
名
の
奥
は

江
戸
と
国
元
と
に
あ
り
、
江
戸
藩
邸
に
は
上
屋
敷
、
中
（
下
）
屋
敷
が
あ
る
。

本
稿
で
は
江
戸
藩
邸
の
奥
の
様
子
を
中
心
に
見
て
い
き
た
い
。
大
名
・
旗
本
屋

敷
の
奥
へ
の
奉
公
を
奥
女
中
奉
公
、
武
家
屋
敷
奉
公
、
御
殿
奉
公
な
ど
と
い
う
。

大
名
・
旗
本
の
江
戸
藩
邸
の
奥
女
中
奉
公
に
絞
っ
た
研
究
は
少
な
い
。
生
麦
村

(
9
)

（

10) 

の
名
王
関
口
家
の
娘
千
恵
や
下
師
岡
村
の
名
主
吉
野
家
の
娘
み
ち
の
よ
う
に
大

名
・
旗
本
の
奥
に
奉
公
に
上
が
っ
た
あ
と
、
大
奥
に
奉
公
す
る
者
も
い
る
よ
う

に
、
大
奥
奉
公
と
奥
奉
公
を
切
り
離
し
て
考
え
る
必
要
は
な
く
、
大
奥
の
研
究

を
参
考
に
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
、
職
制
な
ど
大
奥
ほ
ど
複
雑
で
は
な

く
、
規
模
も
小
さ
い
。
ま
た
、
大
名
屋
敷
間
の
違
い
な
ど
も
含
め
大
奥
よ
り
解

明
さ
れ
て
い
な
い
点
も
多
い
と
い
え
る
。
奥
女
中
の
研
究
は
奉
公
先
の
大
名
の

日
記
や
生
家
の
日
記
を
ベ
ー
ス
と
す
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
場
合
、
大
口
勇
次

郎
氏
も
い
っ
て
い
る
が
日
記
の
記
事
の
抜
き
出
し
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
い
う

(11
)
 

批
判
を
受
け
や
す
い
。
本
稿
も
記
事
を
抜
き
出
し
、
そ
れ
を
表
に
ま
と
め
た
だ

今
後
の
研
究
成
果
に
期
待
し
た
い
。

と
い
う
こ
と
が
、
彼
女
た
ち
の
良
縁
に
結
び
つ
い
た
。

け
と
い
う
批
判
は
免
れ
な
い
と
思
う
が
、
あ
ま
り
研
究
の
進
ん
で
い
な
い
分
野

本
稿
で
は
大
和
郡
山
藩
柳
沢
家
と
浜
松
藩
山
形
藩
水
野
家
の
事
例
な
ど
か
ら

奥
女
中
の
職
制
、
採
用
の
際
の
伝
や
基
準
、
給
金
、
経
歴
な
ど
奉
公
の
実
態
に

(12) 

つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
柳
沢
家
に
つ
い
て
は
「
宴
遊
日
記
」
で
解
明
を
行
い
、

水
野
家
の
場
合
は
「
奥
女
中
奉
公
細
帳
」
（
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
蔵
）
の
分

析
を
中
心
に
「
山
形
藩
奥
女
中
日
記
」
（
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
蔵
）
を
参
考

に
利
用
し
た
。

武
家
奉
公
と
歌
舞
音
曲

現
在
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
立
花
や
茶
道
、
日
本
舞
踊
、
長
唄
、
箪
曲
な

ど
を
習
う
お
稽
古
事
人
口
の
大
部
分
を
占
め
る
の
は
女
性
で
あ
る
。
し
か
し
、

江
戸
時
代
は
現
在
と
ほ
ぼ
逆
の
状
態
で
、
遊
芸
人
口
の
大
部
分
を
男
性
が
占
め

て
い
た
。
た
だ
山
田
流
の
拳
曲
と
か
、
長
唄
、
浄
瑠
璃
諸
流
の
分
野
で
、
江
戸

に
お
い
て
例
外
的
に
女
性
の
進
出
が
見
ら
れ
た
。
そ
れ
は
歌
舞
音
曲
が
武
家
屋

敷
へ
女
中
奉
公
に
行
く
娘
た
ち
の
必
須
教
養
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
音

曲
の
素
養
は
武
家
奉
公
に
か
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
武
家
奉
公
を
経
験
し
た

守
貞
云
女
子
三
絃
浄
瑠
璃
を
専
と
習
ふ
こ
と
既
に
百
余
年
前
よ
り
の
習
風

也
。
今
世
益
此
風
に
て
女
子
は
七
八
歳
よ
り
学
之
、
母
親
は
特
に
身
心
を

労
し
て
師
家
に
遣
る
。
江
戸
は
特
に
小
民
の
子
と
雖
ど
も
必
ら
ず
一
芸
を

ー

大
和
郡
山
藩
柳
沢
家

な
の
で
ご
容
赦
い
た
だ
き
た
い
。
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奥女中奉公について

熟
せ
し
め
、
夫
を
以
て
武
家
に
仕
へ
し
め
、
武
家
に
仕
ざ
れ
ば
良
縁
を
結

一
芸
を
学
ば
ざ
れ
ば
武
家
に
仕
ゆ
る
こ
と
難
し
。
依
之
女
子

専
ら
三
絃
琴
の
類
を
学
。
男
子
は
親
命
じ
て
是
を
学
せ
ず
自
ら
好
で
学
之

者
あ
る
の
み
。
京
坂
小
民
の
女
は
琴
は
勿
論
三
絃
を
も
学
ざ
る
者
多
し
、

是
武
家
奉
公
を
す
る
こ
と
な
き
故
也
。

男
性
は
自
ら
の
意
思
で
自
分
の
楽
し
み
の
た
め
に
音
曲
を
習
う
。
女
性
は
両

親
に
半
ば
強
制
さ
れ
、
武
家
奉
公
の
た
め
に
音
曲
を
習
う
。
そ
れ
は
奉
公
先
が

音
曲
の
素
養
を
求
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

当
時
上
立
つ
候
程
女
奉
公
人
召
抱
候
に
は
、

三
味
線
、
小
唄
、
踊
な
ど
心

が
け
不
申
候
て
は
、
召
抱
不
申
候
習
は
し
の
様
に
成
、
世
上
大
か
た
娘
さ

へ
持
候
得
ば
、
小
歌
、

(14) 

候
て
、
（
後
略
）

ぶ
に
難
く
、

三
味
線
の
類
為
習
、
人
中
を
見
せ
行
儀
を
覚
さ
せ

武
家
奉
公
を
目
指
す
女
性
た
ち
に
よ
る
歌
舞
音
曲
の
稽
古
が
盛
ん
に
な
っ
た

の
は
十
八
世
紀
の
中
頃
か
ら
で
あ
る
。
何
故
こ
の
よ
う
な
現
象
が
起
き
て
き
た

の
か
。
そ
れ
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
武
家
社
会
に
お
い
て
歌
舞
音
曲
が
好
ま
れ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
で
は
、
江
戸
で
は
ど
の
よ
う
な
三
味
線
音
楽
が
い
つ
ご

ろ
か
ら
流
行
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
浄
瑠
璃
を
中
心
に
見
て
ゆ
き
た
い
。

江
戸
の
浄
瑠
璃
は
、
本
よ
り
武
家
の
好
み
に
合
わ
せ
る
故
に
、
詞
も
節
も

い
さ
め
る
や
う
に
て
つ
よ
み
あ
り
。
京
難
波
の
浄
瑠
璃
は
、
声
哀
し
く
ふ

る
び
よ
わ
げ
多
し
。
（
中
略
）
宝
永
の
比
、
京
よ
り
一
中
と
云
ふ
浄
瑠
璃
師

来
り
て
、
京
の
浄
瑠
璃
を
弘
め
し
よ
り
、
江
戸
の
人
、
や
＞
是
を
よ
ろ
こ

び
あ
へ
り
し
に
、
享
保
の
初
に
、
又
難
波
よ
り
竹
本
と
云
ふ
浄
瑠
璃
師
来

り
て
、
難
波
の
浄
瑠
璃
を
弘
む
。
是
よ
り
江
戸
の
人
、
貴
き
も
賎
し
き
も

難
波
の
浄
瑠
璃
を
好
み
あ
へ
り
し
に
、
其
の
後
、

又
都
路
と
云
ふ
浄
瑠
璃

し
た
る
こ
と
ど
も
を
語
り
出
だ
す
ほ
ど
に
、
江
戸
の
人
、
又
是
に
移
り
て
、

興
じ
も
て
は
や
す
こ
と
限
な
し
。
下
ざ
ま
の
人
は
云
ふ
に
及
ば
す
、
諸
侯

貴
人
、
雲
の
上
な
る
や
ん
ご
と
な
き
人
々
も
、
ひ
た
す
ら
、
是
を
好
み
て
、

(15) 

（
後
略
）

浄
瑠
璃
を
各
時
代
の
特
色
を
捉
え
て
分
類
す
る
と
次
の
四
つ
に
区
分
で
き

る
。
即
ち
古
浄
瑠
璃
時
代
、
義
太
夫
節
時
代
、
歌
浄
瑠
璃
時
代
、
所
作
事
と
し

て
の
浄
瑠
璃
時
代
で
あ
る
。
歌
浄
瑠
璃
と
は
操
芝
居
の
舞
台
用
の
も
の
で
は
な

く
、
お
座
敷
用
・
酒
宴
の
席
で
の
遊
興
用
に
演
奏
さ
れ
る
三
味
線
音
楽
と
し
て

の
音
曲
で
、

そ
の
詞
章
は
短
く
叙
情
的
で
曲
風
は
語
る
よ
り
も
謡
う
方
に
傾
い

て
い
て
、
音
楽
美
が
重
視
さ
れ
る
。
江
戸
で
は
享
保
の
末
期
に
宮
古
路
豊
後
橡

と
い
う
理
由
で
、

が
豊
後
節
を
興
し
一
世
を
風
靡
し
た
。
し
か
し
、
詞
曲
が
卑
猥
で
風
俗
を
乱
す

元
文
四
年
(
-
七
三
九
）
＋
月
禁
止
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
も

宮
古
路
豊
後
橡
の
門
人
た
ち
が
興
し
た
常
磐
津
節
、
富
本
節
、
清
元
節
、
新
内

節
、
薗
八
節
が
流
行
し
た
。

武
士
の
浄
瑠
璃
・
三
味
線
へ
の
傾
倒
は
、
豊
後
節
の
流
行
以
来
さ
ら
に
は
な

は
だ
し
い
も
の
と
な
っ
た
。
浄
瑠
璃
・
三
味
線
を
自
ら
語
り
弾
く
だ
け
で
な
く
、

素
人
狂
言
を
自
分
の
屋
敷
で
催
す
も
の
ま
で
出
て
き
た
。
「
宴
遊
日
記
」
の
作
者

で
あ
る
大
和
郡
山
藩
二
代
藩
主
柳
沢
信
澳
も
そ
の
よ
う
な
大
名
の
一
人
で
あ

る
。
信
鴎
は
義
太
夫
狂
言
の
台
本
を
自
ら
作
り
、
年
に
一
、

二
回
屋
敷
内
で
自

作
の
歌
舞
伎
を
下
男
下
女
を
役
者
に
仕
立
て
て
上
滅
し
て
い
る
。
歌
舞
伎
見
物

に
出
掛
け
る
記
事
も
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
さ
ら
に
毎
年
新
板
の
役
者
評
判
記
や

師
難
波
よ
り
来
り
て
、
悲
き
声
に
て
い
や
し
き
諺
の
浅
ま
し
く
と
り
み
だ
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畑 尚子

磐
津
・
豊
後
）
が
主
流
で
あ
る
。

新
刊
の
浄
瑠
璃
本
、
黄
表
紙
を
も
と
め
、
夜
毎
遊
芸
を
楽
し
ん
で
い
る
。
ま
た
、

米
翁
と
い
う
俳
号
を
も
つ
な
ど
、
俳
句
に
も
親
し
ん
で
い
る
。

遊
芸
好
き
の
大
名
、
柳
沢
信
鴻
は
奥
女
中
を
採
用
す
る
目
見
の
際
、

ま
る
で

試
験
の
よ
う
に
歌
舞
音
曲
を
課
し
て
い
る
。
「
宴
遊
日
記
」
よ
り
見
て
ゆ
き
た
い
。

目
見
、
上
野
大
門
前
地
主
長
衛
門
女
這
髯
可
藤
間
門
弟
、
上
る
り
佐
々
木
富

治
門
弟
、
帯
引
か
た
る
彗

（
安
永
二
年
七
月
十

一
日
条
）

目
見
、
神
田
鍛
冶
町
壱
町
目
新
道
大
坂
屋
勘
衛
門
娘

亡

竹
本
様
太
夫
弟

（
安
永
二
年
九
月
二
四
日
条
）

自
ら
浄
瑠
璃
を
語
り
、
三
味
線
を
弾
き
、
謡
、
踊
な
ど
を
嗜
む
多
芸
多
趣
味

の
大
名
で
あ
る
柳
沢
信
鴻
は
感
心
し
た
も
の
に
は
功
者
・
上
手
と
、
感
心
し
な

い
者
に
は
下
手
と
評
価
を
下
し
て
い
る
。
ま
た
一
度
に
多
数
の
目
見
を
許
可
し

た
日
は
上
中
下
と
い
う
評
価
を
付
け
て
い
る
。
何
も
評
価
さ
れ
て
い
な
い
も
の

は
並
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

目
見
の
記
事
の
中
か
ら
娘
た
ち
の
出
し
物
の
傾
向
を
見
て
い
き
た
い
。
芸
能

の
種
類
と
分
野
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
芸
の
種
類
と
し
て
は
踊
、
三
味
線
、

唄
の
三
種
類
が
あ
り
、
分
野
と
し
て
は
、
長
唄
、
常
磐
津
、
義
太
夫
、
豊
後
節
、

河
東
節
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
長
唄
の
「
春
駒
」
と
い
う
演
目
を
演
じ
て
も
踊
（
舞

踊
）
、
唄
、
三
味
線
の
場
合
が
あ
る
。
大
部
分
は
踊
か
唄
で
、

三
味
線
い
わ
ゆ
る

地
は
一
緒
に
つ
い
て
き
た
年
配
の
女
性
（
奉
公
希
望
者
で
は
な
い
）
が
担
当
す

る
こ
と
が
多
い
。
河
東
節
は
一
人
で
、
長
唄
、
義
太
夫
、
豊
後
系
浄
瑠
璃
（
常

一
覧
表
の
う
ち
記
載
が
な
く
演
目
か
ら
も
分

野
の
わ
か
ら
な
い
も
の
は
浄
瑠
璃
と
し
た
。
豊
後
節
は
元
文
四
年
に
幕
府
に

よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、
禁
令
が
出
た
の
ち
も
弾
か
れ
て
い
た
の
か
、
あ

子
、
小
栗
二
の
詰
み
よ

る
い
は
豊
後
節
系
の
浄
瑠
璃
を
指
す
の
か
ど
ち
ら
か
と
思
わ
れ
る
。
他
に
筆
や

茶
の
湯
、
立
花
を
行
っ
て
い
る
も
の
も
二
、
三
人
い
る
が
、
当
時
の
遊
芸
の
主

流
が
三
味
線
音
楽
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
演
目
等
を
さ
ら
に
詳
し
く
分
析
す

れ
ば
、
芸
能
史
の
分
野
で
興
味
深
い
成
果
が
得
ら
れ
る
と
思
う
が
、
本
題
か
ら

そ
れ
る
の
で
こ
の
程
度
に
し
た
い
。

さ
て
、
奥
女
中
奉
公
に
話
を
戻
そ
う
。
町
人
や
百
姓
の
娘
が
奥
女
中
と
し
て

採
用
さ
れ
る
に
は
、
目
見
、
宿
見
、
親
類
書
の
提
出
、
引
越
と
い
う
過
程
を
踏

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
目
見
は
面
接
試
験
の
よ
う
な
も
の
だ
が
、
面
接
試
験

は
公
募
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
試
験
を
受
け
る
た
め
の
伝
が
ま
ず

必
要
と
な
る
。
目
見
の
た
め
の
伝
と
し
て
は

人
宿
）
に
よ
る
も
の

76143
（表
1
の
番
号
）
、
前
に
奉
公
し
て
い
た
侍
女
（
神
田

つ
げ
、
真
、
谷
）
の
紹
介
737478136137138139140
、
芸
能
の
女
師
匠
（
中
村
道
）

の
紹
介
99lll112118119121122137138139140
、
知
り
合
い
の
町
人
（
猿
屋
）
の
紹
介
103

135
が
挙
げ
ら
れ
る
。
他
に
、
以
前
別
の
大
名
に
仕
え
て
い
た
者
1687071118
も

目
見
に
来
て
い
る
が
、
先
主
よ
り
の
紹
介
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

柳
沢
信
鴻
は
こ
の
よ
う
な
前
歴
の
あ
る
も
の
は
あ
ま
り
好
ま
な
い
。
信
鳩
は
採

用
人
数
に
不
釣
り
合
い
な
ほ
ど
多
数
の
目
見
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
目
見

に
託
つ
け
て
娘
た
ち
の
芸
を
批
評
す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
、
駒
込
の
庭
園
（
現
六
義
園
）

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

ロ
コ
ミ
で
目
見
の
話
が
伝
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

推
測
さ
れ
る
。
地
域
性
に
つ
い
て
も
屋
敷
の
あ
る
駒
込
周
辺
の
者
が
多
い
と
い

2

採
用
か
ら
宿
下
り
ま
で

を
町
人
た
ち
に
見
物
さ
せ
た
り
し

け
い
あ
ん
（
桂
庵
・
ロ
入
業
者
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表
1
「
宴
遊
日
記
」
よ
り
歌
舞
音
曲
に
よ
る
目
見
者
一
覧

い^ぇC2N`船廿祁蘇

年
代

名
即
年

住
所

親
名

ヰ云ム月ヒ
ヒ

師
匠
名

演
目

評
価

1
 安
永
2.1.
15
豊
22 
八
丁
堀
神
田

加
賀
屋
喜
兵
衛

河
東
節

多
市

松
の
内

下

2
 
安
永
2.1
17
 
蓑
16 
白
銀

紺
屋
源
八

長
唄
・
豊
後

関
寺
小
町
・
家
名
所

3
 
安
永
2
1
 19 
か
ね
15 

白
子
や
清
兵
衛

義
太
夫

村
太
夫

女
舞
剣
紅
葉
養
生
の
段

4
 
安
永
2
閏
3.15

た晶2コ
15 
尽
橋
稲
葉
町

大
工
太
左
衛
門

長
唄
（踊）

水
仙
丹
即

•
吉
原
雀

5
 
安
永
2
閏
3.15
久
米
13 
日
本
橋
橘
町

伊
勢
屋
利
助

長
唄
（踊）

関
東
小
六
後
雛
形
・
吉
原
雀

6
 
安
永
2
閏
3
.1
5
卑=
F
 
14 
日
本
橋
本
材
木
町

石
屋
庄
太
夫

長
唄
（
三
味
線
）

水
仙
丹
月
lj

•
関
東
小
六
後
雛
形

・
吉

原
雀

7
 
安
永
2
4
 3
 
も
せ
13 
新
橋
出
雲
町

今
右
衛
門

義
太
夫

伊
勢
太
夫

国
姓
爺
貝
尽

下

8
 
安
永
2
4.3 

い
さ
18
 三
田
小
山

近
江
屋
四
郎
兵
衛

常
磐
津

坐
掛
り
・
懐
都
馴
床
下

下

9
 
安
永
2.
4.3

藤
20
 本
芝
片
町

万
屋
弥
七

楓
光
・
蔵
芦
船

万
歳
恵
方
み
や
け
・
後
面

中

10 
安
永
2.
4
.9
幸
15
 
日
本
橋
新
泉
町
横
町

伊
勢
屋
徳
兵
衛

長
唄

桝
屋
幸
次
郎

水
仙
丹
即

下

11 
安
永
2
.4
9
 
ふ
し
17 
京
橋
弓
町

藤
岡
藤
右
衛
門

花
景
図
都
か
＞
み
・
安
達
原
雪
場
中

12
 安
永
2
4
 9
 

17 
京
橋
鎚
屋
町

升
屋
孫
七

敵
討
崇
善
寺
馬
場

下

13 
安
永
2
4
 9
 
き
を
19 
鞘
町

差
物
師
惣
八

任
射
弓
張
月

下

14 
安
永
2
4
 9
 
み
ち
14 
尽
橋
三
十
間
堀

庄
蔵

長
唄
（踊
・
三
味
線
）

藤
間
勘
兵
衛
・
杵
屋
六
二
郎
懲
む
す
め
・
吉
原
雀

上

15
 安
永
2.4.9

な
を

京
橋
三
十
間
堀

庄
蔵

長
唄
（踊）

藤
間
勘
兵
衛
・
杵
屋
六
三
郎
吉
原
雀

上

16 
安
永
2.4.9

ゑ
ん

日
本
橋
本
材
木
町

信
濃
屋
矢
兵
衛

長
唄
（踊）

藤
間
勘
兵
衛

吉
原
雀

上

17 
安
永
2.4.9

り
せ
14 
芝
ロ
一
丁
目

い
せ
や
武
右
衛
門

長
唄
（踊）

山
口

曝
三
番
斐

下

18 
安
永
2.
4
.9
い
よ

芝
口
新
町

亀
甲
屋
佐
右
衛
門

長
唄
（三
味
線
）

曝
三
番
斐

下

19 
安
永
2.4.
9
統
17 
桶
町
一
丁
目

魅
屋
久
兵
衛

常
磐
津

文
字
久

懐
都
馴
床

中

20
 安
永
2.4.
11
か
よ
17 
泉
橋
土
橋
丸
屋
町

吉
田
屋
半
次

義
太
夫

お
伝

忠
臣
講
釈
勘
平
場

下

21 
安
永
2
.
4
11 
昌
12 
人
形
町

表
具
師
林
惣
二
郎

長
唄
（三
味
線
・
踊）

藤
剣
烏
帽
子
・
法
楽

下

22 
安
永
2
4
 11 
民
13
 
日
本
橋

畳
屋
藤
田
平
七

（踊）
藤
間

百
千
鳥
道
成

下

23 
安
永
2
4
 11 
峯
18
 中
橋
鞘
丁

小
間
物
屋
金
兵
衛

（
踊
・
三
味
線
）

24 
安
永
2
4
 11 
律
11 
本
町

小
道
具
屋
庄
兵
衛

地
唄
（
踊
）

切
か
ふ
ろ
・
花
月

上

25 
安
永
2
4.11 

か
ね
11 
浅
草
材
木
町

表
具
屋
田
村
与
兵
衛

地
唄
（
踊
）

藤
間

石
橋

上

26 
安
永
2
4
.
1
1
 
久
松
12
 神
田
蝋
燭
町

中
島
屋
庄
兎
右
衛
門

常
磐
津
・
地
唄
（
踊
）

藤
間

阿
古
屋
万
歳
・
花
月

上
々

27 
安
永
2
.4.11

ひ
さ
11 
八
丁
堀

紙
屋
勘
兵
衛

長
唄
・
地
唄
（
踊
）

藤
間

春
駒
・
花
月

中

28 
安
永
2.4.11

り
さ
13 
芝
口
二
丁
目

森
十
兵
衛

長
唄
（三
味
線
）

春
駒

下

29 
安
永
2
.4.11

せ
つ
9
芝
口
二
丁
目

森
十
兵
衛

長
唄
（踊）

春
駒

下

30
 安
永
2
.
4
11 
富
治
13
 染
井
町

太
田
屋
清
兵
衛

長
唄
（
踊）

扇
蔵

五
色
車
鉢
叩
鎚
・
鹿
子
道
成
寺

上
々

31 
安
永
2
4
 11 
い
せ
13
 凩
橋
弓
町

大
工
清
兵
衛

長
唄
（
踊）

山
口

法
楽

下
々

32 
安
永
2
.4.11

り
を
16 
京
橋
竹
川
町

大
阪
屋
彦
八

常
磐
津

文
字
八

郭
公
花
空
鮮

中

33 
安
永
2.4.
11
清
13 
芝
源
助
町

大
和
屋
新
八

義
太
夫

伝
忠
臣
講
尺
宅
兵
衛

下

34 
安
永
2.4
.11
兼
13
 尽
橋
丸
屋
町

万
屋
三
右
衛
門

義
太
夫

捨
俊
寛
嶋
物
語

下

35 
安
永
2
.
4
11 
も
せ
11 
尽
橋
新
肴
丁

坂
本
長
右
衛
門

長
唄
（踊）

扇
次

曝
三
番
三

中

36
 安
永
2
4
 11 
虎
6
京
橋
新
肴
丁

坂
本
長
右
衛
門

長
唄
（踊）

扇
次

法
楽

中

37 
安
永
2
4.13 

重
16 
霊
岸
島
塩
丁

越
即
屋
利
介

長
唄
（三
味
線
）

藤
法
楽

下

38 
安
永
2
4.13 

勝
9
 
日
本
橋
通
塩
丁

山
形
屋
庄
左
衛
門

長
唄
（踊）

藤
法
楽

下

39 
安
永
2.
4.16

せ
い
19 
茅
場
町

大
阪
屋
清
兵
衛

常
磐
津

文
字
久

花
ふ
ぶ
き
・
花
空
鮮

|[f[I 



出蓮 菩｛

年
代

名
削
年

住
所

親
名

ヰ
云
ム
月
じじ

師
匠
名

演
目

評
価

40
 安
永
2
.
5
9
 

20 
芝
汐
留
三
角
屋
敷

笹
屋
治
兵
衛

常
磐
津
・
長
唄
（
三
味
線
・
踊）

文
字
の
市
・
道
吉
弥

懐
都
馴
休
・
法
楽

下
々

4
1
 安
永
2
.
5
9
 
恒
11 
界
栢
二
十
間
堀

ニ
河
屋
嘉
七

（踊
・
ニ
味
線
）

伝
二
郎
・
杵
屋
七
十
郎

風
流
英
石
橋

上
々

42 
安
永
2
5
.9
 
み
よ
13
 霊
岸
島
千
葉
河
岸

尾
張
屋
惣
右
衛
門

（踊
・
三
味
線
）

伝
二
郎
・
杵
屋
七
十
郎

半
四
郎
信
田
妻

上

43 
安
永
2
5.18 

初
17 
芝
新
橋
竹
川
町

家
主
佐
太
右
衛
門

常
磐
津

文
字
八

外
郎
売

下

44 
安
永
2.6.15

駒
込
富
士
則

市
野
屋
孫
兵
衛

義
太
夫

豊
竹
村
太
夫

忠
臣
講
釈
石
屋
場

45 
安
永
2
.6
.25
こ
よ
2
1
 本
郷
竹
町

柴
田
七
郎
左
衛
門

浄
瑠
璃

帯
曳

下

46
 安
永
2
.7.11 

鉄
10 
上
野
大
門
削

地
主
長
右
衛
門

長
唄
・
浄
瑠
璃

藤
間
・
佐
々
木
富
治

帯
引

下
々

47
 安
永
2.
7
 11 
か
ね
13
 下
谷
新
黒
門
則

海
老
屋
善
兵
衛

長
唄
（踊）

藤
間
か
ね

法
楽

48 
安
永
2
.
7
22 
哉
16
 小
石
川
白
山
御
殿
小
原
町
山
本
作
兵
衛

長
唄

御
本
丸
烏
見
露
遊

49 
安
永
2
.
8
4
 
そ
の
15
 本
郷
三
丁
目

伊
野
や
善
六

常
磐
津

文
字
浪

廊
馴
床

50
 安
永
2
.
8
27 
袖
16 
神
田
町
中
三
丁
目

伊
勢
屋
嘉
兵
衛

義
太
夫

矢
口
二
の
ロ

5
1
 安
永
2
8
.
2
7
 
門
16 
神
田
町
中
餌
差
町

西
村
屋
伝
兵
衛

長
唄
（踊）

法
楽

52 
安
永
2
9
.
4
 
梅

本
郷
御
箇
笥
町

古
羞
屋
林
七

盟
後

折
太
夫

明
雷
蜘
糸

53 
安
永
2
9
.
2
4
 

21 
神
田
鍛
冶
町
壱
丁
目
新
道
大
坂
屋
勘
右
衛
門

義
太
夫

竹
本
様
太
夫

小
栗
二
の
詰
み
よ

上

54 
安
永
2
10.8 

蝶
馬
喰
町
二
丁
目

ニ
河
屋
七
兵
衛

（踊）
伝
二
郎

八
百
歳
狂
乱

55 
安
永
2
.10.21

う
た
20 
築
地
小
田
原
町

薪
屋
権
右
衛
門

常
磐
津

文
太
夫

都
鳥
追

上

56
 安
永
2.10.24

い
よ
18 
小
石
川
伝
通
院
前

吾
妻
屋
忠
右
衛
門

数
後

歌
法
楽

57
 安
永
3
.
2
1
 
尚
16
 神
田
弁
慶
橋
き
わ

伊
勢
屋
宇
兵
衛

浄
瑠
璃

松
口

58 
安
永
3
.
6
9
 

16 
駒
込

市
野
屋
彦
兵
衛

義
太
夫
・
三
味
線

桐
太
夫
・
富
沢
富
三
郎

矢
口

59 
安
永
3
.
9
28 
辰
17 
本
石
町
一
丁
目

近
江
屋
清
兵
衛

長
唄

法
楽

60
 安
永
3
.9
29 

16 
牛
込
通
寺
町

武
蔵
屋
喜
兵
衛

義
太
夫
・
三
味
線

豊
竹
常
太
夫
・
鶴
沢
専
蔵
忠
臣
謂
釈
四
段
目

6
1
 安
永
4
.
2
23 
さ
ゑ
14 
河
合
新
石
町
野
島
屋
敷
内
山
与
平
次

長
唄
（踊）

伝
二
郎

仲
車
狂
乱
・
鹿
子
道
成
寺

62 
安
永
4
4.17 

昌
18 
牛
込
赤
城

大
野
岡
五
郎
（
兄
）

長
唄
（
三
味
線
・
踊）

雉
子
・
法
楽

63 
安
永
4.4.26

も
よ
14 
神
田
鍛
治
町

糸
屋
半
兵
衛

長
唄
（
踊
）

藤
間

枕
慈
童

64 
安
永
5.5.29

初
16 

中
川
右
膳
内
忠
賀
三
蔵
常
磐
津

常
磐
津
文
字
蔵

松
似
候

65 
安
永
5.6.8

尚
16 
本
郷
二
丁
目

倉
田
屋
忠
五
郎
（
兄
）
長
唄
・
義
太
夫
・
ふ
り
付

杵
屋
園
市
・
野
沢
富
二
郎
・
羽
衣
・
無
間
鐘

下

京
四
郎

66
 安
永
5
.7.1

17
 下
谷
南
大
門
町

伊
勢
屋
四
郎
兵
衛

浄
瑠
璃

市
蔵

帯
引

下
々

67
 安
永
5.
7
.2
い
さ
16 
神
田
大
工
町

家
主
四
郎
兵
衛

長
唄
（踊
）

中
村
お
半

葱
・
翌
娘

上
々

68
 安
永
5
.7.
2
す
み
22 
下
谷
天
神
下

道
具
屋
元
衛
門

長
唄
・
豊
後

蜘
糸

69 
安
永
5
.
7
20
 
松

浅
草
俵
町

平
松
屋
清
七

豊
後

帯
引

下

70
 安
永
5
11.14 

た
せ

下
谷
金
杉

袋
屋
伊
兵
衛

長
唄
・
立
花
・
害
・
尺
八
・
琴
・
俳
諧
熊
市
（
唄
）
・
春
炭
（花）

7
1
 安
永
5
11
.2
1
 
袖
18
 外
神
田
佐
久
間
町

三
木
徳
兵
衛

義
太
夫

村
太
夫

矢
口
初
段

72 
安
永
5.
11.
24 
消
19
 本
庄
四
つ
目

荒
物
屋
松
屋
権
六

義
太
夫

染
太
夫

鎚
掛
松

73 
安
永
6
4
.
1
9
 
は
る
15 
神
田
田
町

近
江
屋
小
平
衛

浄
瑠
璃

蜘
糸
・
河
津

74 
安
永
6
.4
.22
い
ち
16 
神
田
田
町

蠍
燭
屋
柳
屋
平
三
郎

義
太
夫
・
三
味
線

志
渡
太
夫
・
五
四
郎

ー
谷
三
の
奥

75 
安
永
6
.4
26 
と
め
16 
本
銀
町

井
上
丈
門

義
太
夫
・
長
唄

道
中
双
六

下

76 
安
永
6
.4
29 
な
か

浅
草
山
の
宿

帯
屋
九
右
衛
門

義
太
夫
・
ニ
味
線

竹
本
宅
太
夫
・
富
沢
文
次
郎
近
江
源
氏
矢
走
の
段

77 
安
永
6
5
 15
 
は
つ
18
 小
伝
馬
町

松
坂
屋
貞
七

義
太
夫

村
太
夫

恋
女
房
訴
訟
の
段
・
厳
柳
島
の
下

78
 安
永
6
.5.25

日
J
 
14 
日
本
橋

野
村
小
兵
衛

豊
後
・
草
画

老
松

|Nf[ 



い^えい足象船廿祁鰍

年
代

名
前
年

住
所

親
名

ゴ云士ム
月に
ヒ

師
匠
名

演
目

評
価

79 
安
永
6
.9
.12
か
ね
17 
八
丁
堀

米
屋
平
七

義
太
夫
・
三
味
線

伊
勢
太
夫
・
野
沢
富
八

平
家
女
護
島
二
段
目
・
信
仰
記
猟
場
上
々

80 
安
永
6
.
1
0
11 
竹
20 
神
田
紺
屋
町

相
模
屋
七
右
衛
門

義
太
夫

鶴
沢
五
八

三
勝
半
七
紅
楓

8
1
 安
永
8.
1.29

か
ね

小
石
川
丸
山
田
町

岡
崎
屋
半
平
衛

常
磐
津

盟
後
文
字
菊

義
仲

下

82 
安
永
8.
4.15

伊
勢
18 
神
田
三
河
町

上
総
屋
十
右
衛
門

盟
後

床
盃

83 
安
永
8
.4
.15
歌
20 
神
田
本
郷
春
木
町

小
林
常
五
郎
（
兄
）

義
太
夫

忠
臣
蔵
七
段
目

上

84 
安
永
8.4.23

弟
17 
本
郷
菊
坂

米
屋
平
助

義
太
夫

竹
本
伊
勢
丈
夫

忠
臣
講
釈

85 
安
永
8.4.25

ザ哨：ぐ
17 

土
物
店
新
道
越
前
屋
源
八
義
太
夫

物
く
さ
三
の
切

86 
安
永
8
5.7 

き
ち

浅
草
山
の
宿

百
姓
平
助

義
太
夫

87 
安
永
8
.7.4

か
ね
15 
丸
山
菊
坂

升
屋
三
郎
兵
衛

義
太
夫

餡
沢
義
凰

伊
達
競
は
に
う
村
の
段

88 
安
永
8.
11
2
6
 
り
つ
16 

土
物
店
駿
河
屋
半
次
郎
常
磐
津
・
長
唄

杵
屋
弥
十
郎

89 
安
永
9.2.
5
初
20 
池
端
中
町

艇
屋
久
四
郎

長
唄

杵
屋
音
次
郎

花
吹
雪
・
鹿
子
道
成
寺

90 
安
永
9
.
2
6
 
り
と
20 
神
田
山
本
町

薪
屋
五
郎
兵
衛

常
磐
津

文
字

好
同
志
川
傍
柳

上

91 
安
永
9
.
2
6
 
律
15
 内
神
田
富
山
町
二
丁
目
家
主
文
右
衛
門

義
太
夫

竹
本
住
太
夫

92 
安
永
9.2
6
 
友
16 
橘
町
一
丁
目

瓦
屋
武
兵
衛

盟
後

伝
次
郎

河
傍
柳

93 
安
永
9
2
 6
 
竹
15 
今
川
橋
（
神
田
堀
元
乗
物
家
主
利
右
衛
門

（踊）
中
村
藤

帯
曳

町
一
本
銀
町
）

94 
安
永
9
2.6 

銀
16 
大
伝
馬
町
二
丁
目

遠
小l・I
屋
太
助

盟
後

95 
安
永
9
2
 6
 
佐
野
17 
大
伝
馬
町
二
丁
目

殿
村
彦
八

器
後
・
長
唄

96 
安
永
．
3
.15

初
17 

中
川
主
税
内
森
三
蔵

浄
瑠
璃

鉢
叩

97 
安
永
9
4
 7
 

lF~
I I
 
18 
下
谷
同
朋
町

丸
屋
五
郎
兵
衛

長
唄
（
踊
・
三
味
線
）

藤
法
楽
・
三
番
斐

98 
安
永
9
4
 15 
か
よ
18 
天
神
下
同
朋
町

家
主
文
右
衛
門

（踊）
藤
間

99 
安
永
9
4.18 

佐
野
17 
本
郷
菊
坂

道
具
屋
喜
右
衛
門

（踊）
中
村

100 
安
永
9
6.4 

歌
17 
新
橋
加
賀

伊
勢
屋
又
七

義
太
夫

101 
安
永
9.7.7

秤
刀
て
16 
土
堤
下
錬
倉
横
町

菱
屋
惣
兵
衛

盟
後
・
常
磐
津
・
長
唄
（
踊
・
三
味
線
）
文
治
・
中
村
流

盟
後
忍
草
・
枕
慈
童
・善
知
鳥
太
鼓
・

翌
娘

102 
安
永
9.7.18

り
そ

伝
通
院
前

柴
田
甚
四
郎

箪
継
山
流

103 
安
永
9.8.11

ふ
み

六
丁
目

地
唄
（
三
味
線
）

石
栢

104 
安
永
9.10.18

も
よ
20 
新
柏
出
雲
町

米
屋
今
右
衛
門

義
太
夫

住
太
夫

小
田
館

上
105 
安
永
10
．閏
5

17 
日
本
栢
橘
町
四
丁
目

家
主
太
七

義
太
夫
・
三
味
線

紋
太
夫
・
野
沢
庄
次
郎

碁
太
平
記

.24 

106 
安
永
10
．閏
5
み
つ
16 
下
谷
中
町

伊
勢
屋
惣
兵
衛

義
太
夫

布
引
三
の
切

24 

107 
安
永
1
0
閏
5
や
す
20 
本
郷
菊
坂

家
主
平
兵
衛

常
磐
津

文
字
綾

下

25 
108 
安
永
1
0
7.29 
辰
16 
白
山月
IJ

家
主
忠
兵
衛

義
太
夫
・
三
味
線

竹
本
桐
太
夫
・
野
沢
常
八

109 
安
永
10
.8.25

と
め
18 
中
柏
南
横
町

酒
屋
近
江
屋
九
兵
衛

義
太
夫

俊
究
島
の
段

110 
安
永
10.9.10

18 
浅
草
竹
町

和
泉
屋
彦
兵
衛

盟
後

111 
安
永
10.10.16

か
よ
14 

池
谷
伝
六
（
御
本
丸
小
間
長
唄
（
踊
・
三
味
線
）

中
村
み
ち

示
鹿
子

使）

112 
安
永
10
.10.21

市
11 
本
所
新
町

山
田
助
七
郎

長
唄
（踊）

中
村

法
楽

|gr[| 



庄蓮 思

年
代

名
前
年

住
所

親
名

ヰ
云
ム
月
ヒヒ

師
匠
名

演
目

評
価

113 
天
明
2.2.15

中
16 
神
田
富
山
町

丹
波
屋
喜
平
次

義
太
夫

紋
太
夫

下

11
4
 天
明
2
.
2
21 
せ
い
18 
日
本
橋
小
田
原
町

相
模
屋
三
郎
兵
衛

義
太
夫

鳥
羽
屋
里
石

梅
川
道
行

115 
天
明
2
.2
21 
菊
17 
日
本
橋
横
山
町

永
野
屋
又
七

（踊）
中
村

鹿
子
道
成
寺

116 
天
明
2
3
 2
 
石
18 
日
本
橋
瀬
戸
物
町

傘
屋
重
兵
衛

浄
瑠
璃

鉢
叩

117 
天
明
2
4
 3
 
藤
16 
湯
島
五
丁
目

伊
勢
屋
利
兵
衛

豊
後

其
姿
秋
七
草

118 
天
明
2
4
.
1
1
 
さ
た
19 
京
橋
南
鍋
町

俵
屋
七
郎
兵
衛

長
唄
（
踊
）

中
村

法
楽

119 
天
明
2
4.11 

竹
次
15 
尽
橋
南
鍋
町

俵
屋
七
郎
兵
衛

長
唄
（
踊
）

中
村

水
仙

120 
天
明
2.4.25

重
17 
神
田
蓮
雀
町

伊
勢
屋
長
兵
衛

長
唄
（
踊
）

鹿
子
道
成
寺

下

121 
天
明
2
.5.2

17 
糀
町
平
河
天
神
即

か
き
や
吉
兵
衛

長
唄
（
踊
）
・
太
鼓
・
鼓

中
村

椀
久

122 
天
明
2
.5
.2
蝶
15 
馬
喰
町

米
屋
太
兵
衛

常
磐
津
（
踊
）

•
太
鼓

・
鼓

中
村

鹿
子
道
成
寺

123 
天
明
3.4.22

い
よ
18 
神
田
皆
川
町

西
村
屋
宗
助

常
磐
津

文
字
清

お
俊
伝
兵
衛

124 
天
明
3.5.
1
き
よ

神
田
松
下
町

矢
野
新
二
郎

（三
味
線
）

125 
天
明
3.7.22

12 
神
田
佐
久
間
町

家
主
次
兵
衛

長
唄
（
踊
・
ニ
味
線
）

吉
原
雀

126 
天
明
3
.7
.22

14 
浅
草
材
木
町

家
主
六
兵
衛
（
姪
）

長
唄
（
踊
・
三
味
線
）

吉
原
雀

127 
天
明
3
.
7
23 
い
せ
17 
日
本
橋
横
山
町

島
田
七
郎
兵
衛

義
太
夫
・
胡
弓

野
沢
藤
五
郎
・
錦
屋
宗
治
梅
川
・
示
鹿
子

128 
天
明
3
.
7
23 
て
る
16 
神
田
通
新
石
町

布
屋
五
郎
右
衛
門

三
味
線
・
豊
後

129 
天
明
3
.
7
24 
貞
17 
深
川
森
下
町

岡
村
長
圃

豊
後
・
長
唄

名
美
崎
亀
次

連
理
社
若
歌
百
千
鳥
道
成
寺

130 
天
明
3
7
 26 
り
よ
17 
浅
草
阿
部
川
町

手
島
屋
源
七

豊
後

131 
天
明
3
8
 7
 
，，，木，， 
16 
下
谷
長
者
町

万
屋
小
右
衛
門

豊
後

早
皿
士仁

132 
天
明
3
8.7 

梅
13
 下
谷
御
具
足
町

尾
張
屋
清
七

（踊）
西
川

133 
天
明
3
8.7 

り
ん
16 
下
谷
坂
本

伊
豆
屋
次
兵
衛

豊
後

134 
天
明
3
8.7 

市
16 
下
谷
広
徳
寺
稲
荷
町

河
内
屋
市
右
衛
門

長
唄

135 
天
明
3
8.7 

14 
木
挽
町
西
宮

大
屋
弥
兵
衛

豊
後

136 
天
明
3.8.
10
岩
17 
神
田
三
河
町

丁
子
屋
吉
兵
衛

（三
味
線
）

137 
天
明
3.8.
11
な
を
14 
駒
込
片
町

家
主
左
官
重
兵
衛

地
唄
（
踊
）

中
村
道

石
橋

138 
天
明
3
.8.11

く
ら
15 
小
石
川
指
か
ひ
町

姻
屋
桐
屋
喜
兵
衛

（踊）
中
村
道

百
千
鳥

139 
天
明
3
.
8
11 
吟
18 
日
本
橋
呉
服
町

八
百
屋
伊
勢
屋
六
兵
衛
豊
後

中
村
道

140 
天
明
3
8.11 

12 
牛
込
家
中
清
田
又
兵
衛
長
唄
（
踊
）

中
村
道

示
鹿
子

14
1
 天
明
3.8
.13
ひ
さ
18 
小
石
川
音
羽
町
五
丁
目
家
主
平
蔵

常
磐
津

文
字
佐
野

善
知
鳥

上

142 
天
明
3
.8.16

ひ
さ
16 
下
谷
坂
本
一
丁
目

六
郷
屋
半
三
郎

豊
後
（三
味
線
）

143 
天
明
3
.8
16 
源
17 
下
谷
坂
本
二
丁
目

薩
摩
屋
吉
左
衛
門

義
太
夫

兼
太
夫

春
斯
立
帰
花

144 
天
明
3
.
8
29 
藤
17
 神
田
二
河
町
四
丁
目

家
主
二
郎
兵
衛

常
磐
津

常
磐
津
右
膳

145 
天
明
3
9
 2
 
重
17 
湯
島
切
通
し

糀
屋
伊
勢
屋
長
兵
衛

常
磐
津
（
三
味
線
）

文
字
妻

三
重
製

146 
天
明
3.
10
.3

17 
本
所
緑
町

道
明
忠
左
衛
門

義
太
夫
・
箪
・
書
・
茶
湯
・
縫
針

147 
天
明
4
.9.24

と
も
16 
下
谷
三
枚
橋

御
徒
土
井
上
九
八
郎

長
唄
（
三
味
線
）

杵
屋
庄
次
郎

148 
天
明
4
.9
24 
幸
18 
根
津
門
即

御
旗
本
同
心
柿
溜
宗
八
（二
味
線
）

露
遊

149 
天
明
4
.9
28 
き
よ
17 
下
谷
坂
本
町

伊
勢
屋
平
七

（
三
味
線
）

150 
天
明
4
9
 30 
て
い
18 
牛
込
寺
町

服
部
喜
蔵

（三
味
線
）

杵
屋
佐
十
郎

151 
天
明
4
1
0
 7
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 神
田
三
河
町
三
丁
目

肴
屋
惣
吉

（
三
味
線
）
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奥女中奉公について

ま
た
、
奥
女
中
と
し
て
採
用
す
る
の
で
は
な
く
、
出
入
り
の
み
認
め
る
場
合

う
こ
と
は
な
く
、

日
本
橋
、
神
田
と
い
っ
た
商
業
の
中
心
地
か
ら
来
て
い
る
も

の
が
多
い
。
大
多
数
の
者
は
紹
介
者
の
記
載
が
な
い
こ
と
か
ら
、
柳
沢
家
に
縁

故
の
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
宝
暦
天
明
期
の
一
部
の
遊
芸

次
に
、
採
用
の
基
準
に
つ
い
て
見
て
ゆ
き
た
い
。
採
用
者
十
三
名
の
う
ち
紹

介
の
あ
る
も
の
が
三
名
、
芸
の
評
価
が
上
の
も
の
が
五
名
（
紹
介
者
の
あ
る
も

の
と
重
複
し
な
い
）
、

122
の
蝶
は
顔
だ
ち
が
整
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

80
の
竹
に

つ
い
て
は
上
中
下
の
評
価
は
な
い
が
、
「
好
き
浄
瑠
璃
」
と
あ
り
採
用
後
も
夜
召

し
て
何
度
も
浄
瑠
璃
を
聞
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
信
鴻
好
み
の
語
り
口
で
あ
っ

た
と
い
え
る
。

89
の
初
に
つ
い
て
は
「
先
日
目
見
に
来
り
し
墨
屋
久
次
郎
女
へ

此
間
浄
瑠
璃
目
見
に
て
薪
屋
女
置
ゆ
へ
昨
日
止
メ
遣
す
処
、
今
日
踊
も
有
ゆ
ヘ

再
目
見
願
来
り
、
い
つ
に
て
も
可
来
由
申
遣
ハ
す
」
（
安
永
九
年
二
月
十
日
条
）

「
墨
屋
久
四
郎
女
二
度
目
見
来
る
、
弥
召
置
由
申
付
る
」
（
安
永
九
年
二
月
十
一

一
度
は
翌
日
目
見
に
来
た
薪
屋
の
娘
り
と
を
採
用

す
る
こ
と
に
し
た
た
め
、
召
し
抱
え
な
い
と
告
げ
た
が
、
先
方
が
最
初
の
目
見

の
と
き
は
浄
瑠
璃
を
披
露
し
た
が
、
踊
り
も
見
て
ほ
し
い
と
い
っ
て
き
た
の
で
、

再
目
見
を
許
可
し
採
用
を
決
め
る
。
初
の
粘
勝
ち
と
い
え
る
。

11
の
ふ
し
と

101

の
標
に
つ
い
て
は
採
用
を
決
め
た
要
因
が
不
明
で
あ
る
が
、
親
の
財
力
等
何
ら

か
の
理
由
が
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
駒
込
の
下
屋
敷
の
奥
女
中

の
採
用
は
信
鴻
が
決
定
権
を
持
っ
て
お
り
、
縁
故
の
も
の
以
外
は
芸
の
優
劣
を

重
視
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

日
条
）

と
あ
る
こ
と
か
ら
、

好
き
の
大
名
に
見
ら
れ
る
特
異
な
現
象
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
信
鴻
や
代
理
の
も
の
に
よ
る
面
接
試
験
で
あ
る
目
見
が
済
む
と
、
仮

も
あ
る
。
「
義
太
夫
節
目
見
、
白
子
や
清
兵
衛
女
来
、
村
太
夫
弟
子
十
五
歳
院
女

舞
鉗
紅
葉
出
養
の
段
、
兼
而
出
入
の
者
の
女
ゆ
へ
出
入
申
付
る
」
（
安
永
二
年
正

月
十
九
日
条
）

0137
な
を
の
女
師
匠
中
村
道
も
出
入
り
を
許
さ
れ
た
一
人
で
あ

目
見
で
歌
舞
音
曲
を
試
験
に
課
せ
ら
れ
て
採
用
さ
れ
た
町
人
の
娘
の
多
く
は

は
次
や
側
と
い
う
職
制
に
付
き
中
老
、
年
寄
と
役
職
を
の
ぼ
っ
て
い
く
。
こ
れ

に
対
し
て
髪
結
、
乳
母
、
右
筆
、
茶
の
間
、
物
縫
と
い
っ
た
特
殊
技
能
な
ど
が

必
要
な
も
の
や
最
下
層
の
女
中
で
あ
る
半
下
は
、

目
見
が
行
わ
れ
て
い
る
。
「
阿
部
利
兵
衛
妹
茶
間
目
見
へ
に
来
」
（
安
永
二
年
四

月
三
日
条
）
、
「
神
田
髪
結
目
見
、
二
度
見
」
（
安
永
四
年
五
月
十
日
条
）
、
「
お
か

ね
乳
目
見
二
人
来
」
（
安
永
五
年
八
月
二
十
二
日
条
）
、
「
お
か
ね
乳
母
引
こ
し
祝

と
名
つ
く
る
」
（
安
永
五
年
九
月
七
日
条
）
、
「
本
郷
春
木
町
御
駕
方
中
島
市
兵
工

女
す
ゑ
目
見
祐
筆
げ
」
（
安
永
五
年
十
二
月
八
日
条
）
、
「
物
縫
目
見
、
谷
中
中
門

前
浜
田
屋
吉
兵
衛
女
と
み
二
十
歳
」
（
天
明
三
年
十
一
月
四
日
条
）
、
「
浜
田
屋
女

引
こ
す
、

縫
と
名
更
遣
す
」
（
天
明
三
年
十
一

月
二
十
四
日
条
）
、
「
半
下
目
見
山

谷
道
具
や
安
エ
門
女
い
の
」
（
天
明
四
年
六
月
二
十
五
日
条
）
。
ま
た
、
家
臣
の

家
族
の
女
性
に
関
し
て
は
目
見
も
な
く
い
き
な
り
召
し
だ
す
。
「
せ
の
召
出
し
、

側
に
申
付
、

み
ゑ
と
名
更
め
遣
ハ
す
」
（
天
明
元
年
十
月
二
十
三
日
条
）
。

採
用
を
決
め
た
女
性
の
家
に
人
を
派
遣
し
て
両
親
の
身
上
や
資
産
な
ど
を
調
査

す
る
。
こ
れ
を
宿
見
と
い
う
。
宿
見
が
済
む
と
、
親
類
書
き
の
提
出
が
命
じ
ら

れ
る
。
そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
、
屋
敷
内
に
引
っ
越
し
新
し
い
名
前
が
与
え
ら
れ

一
般
の
奥
女
中
の
と
は
別
に

る。
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畑 尚子

安
永
9
.
2
.
3
0

安
水
9
.
2
.
2
9

安
永
8
.
1
2
・
且

安
永
8
.
3
.
1
5

安
水
8
.
2
.
1
6

り
を
・
と
し
・
秀
、
癒
守
参
詣

安
永
7
.
2
.
2
3

安
永
7
.
2
.
2
1

安
永
7
.
2
.
1
6

安
氷
7
.
2
・
認

安
永
6
.
1
0
.
2
6

る
。
屋
敷
内
で
は
職
制
に
し
た
が
っ
た
勤
め
を
行
う
。
数
力
月
あ
る
い
は
数
年

勤
務
し
た
の
ち
、
暇
を
願
い
許
可
さ
れ
て
、
宿
下
り
を
す
る
。
こ
の
場
合
、
両

親
の
病
気
な
ど
を
理
由
に
女
中
の
ほ
う
か
ら
願
い
出
る
こ
と
が
多
い
が
、
屋
敷

か
ら
解
雇
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
信
鴻
は
日
記
の
な
か
で
「
下
宿
」
と
「
宿
下

り
」
を
使
い
分
け
て
い
る
が
、
「
宿
下
り
」
は
数
日
宿
元
（
親
元
）
に
帰
る
こ
と

で
、
「
下
宿
」
は
暇
を
も
ら
い
奉
公
を
辞
め
る
こ
と
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
「
や
ど

目
見
か
ら
下
宿
ま
で
の
流
れ
を

80
秀
の
例
を
参
考
に
見
て
ゆ
き
た
い
。

目
見
、
神
田
紺
屋
町
相
模
屋
七
衛
門
女
咋
義
太
夫
鶴
沢

五
八
門
弟
。
目
見
三
勝
半
七
紅
葉
楓
を
語
る

昨
日
目
見
に
来
り
し
紺
屋
町
の
女
親
類
書
出
す

神
田
相
模
屋
七
衛
門
女
今
日
宿
見
廿
六
日
引
越
申
付

相
模
屋
七
衛
門
女
竹
引
越
秀
と
名
遣
す

夜
秀
浄
瑠
璃
認
戻
〇
小
栗

夜
秀
浄
瑠
璃
矢口
〇
智勇湊

夜
秀
浄
瑠
璃

夜
秀
浄
瑠
璃
かさね
〇
蝶蝶
〇
草葉舟

秀
二
夜
と
ま
り
宿
下
り
五
半
頃
行

弓
・
秀
も
風
邪
引
越

秀
願
い
之
通
暇
申
付
、
明
日
下
宿

九
半
頃
秀
下
宿
、
目
録
遣
す

る

安
永
6
.
1
0
.
2
0

安
永
6
.
1
0
.
1
2

安
永
6
.
1
0
.
1
1

さ
が
り
」
と
読
む
の
だ
ろ
う
か
。

安
永
9
.
3
.
4

秀
の
場
合
、
宿
見
と
親
類
書
き
の
提
出
の
順
序
が
逆
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
順
番
は
厳
密
に
決
め
ら
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
秀

は
信
鴻
に
浄
瑠
璃
を
聞
か
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
芸
が
優
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

ま
た
こ
の
こ
と
か
ら
奥
女
中
と
し
て
の
職
制
は
、
信
鴻
の
側
と
推
測
で
き
る
。

安
水
九
年
二
月
三
十
日
に
は
早
く
も
下
宿
し
て
お
り
、
引
越
し
た
安
永
六
年
十

月
二
十
六
日
か
ら
計
算
す
る
と
、
勤
務
年
数
は
わ
ず
か
2
年
半
で
あ
る
。
採
用

時
に
秀
は
す
で
に
二
十
歳
で
あ
る
た
め
、
花
嫁
修
行
と
し
て
は
ち
ょ
う
ど
良
い

年
数
と
い
え
る
。
十
三
名
の
採
用
者
の
う
ち
下
宿
ま
で
追
え
た
も
の
の
勤
務
年

数
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
歌
改
角
は
五
年
三
ヵ
月
、
初
改
亭
は
一
ヵ
月
（
解
雇

か
）
、
標
改
み
よ
は
一
ヵ
月
（
病
気
の
た
め
）
、
蝶
改
小
君
は
九
ヵ
月
で
あ
る
。

ま
た
、
下
宿
年
の
不
明
な
者
も
記
事
が
見
え
な
く
な
っ
た
時
期
で
計
算
す
る
と

次
に
駒
込
に
お
け
る
柳
沢
信
鴻
の
唯
一
の
お
手
つ
き
中
老
で
あ
る
谷
に
つ
い

(16
)
 

て
、
花
咲
一
男
氏
の
『
米
翁
日
記
ノ
ー
ト
②
』
を
参
考
に
見
て
い
き
た
い
。
安

永
二
年
(
-
七
七
三
）

正
月
一
日
、
信
鴻
は
こ
の
「
宴
遊
日
記
」
を
書
き
は
じ

致
仕
し
家
督
を
保
光
に
譲
る
。
谷
（
中
）

め
る
と
と
も
に
致
仕
を
表
明
す
る
。
「
予
致
仕
の
望
あ
れ
ハ
家
居
し
て
参
ら
す
」

妥
永
二
年
正
月
一
日
条
）
。
五
月
に
駒
込
の
下
屋
敷
に
引
っ
越
し
、
十
月
三
日

は
信
鴻
の
藩
主
時
代
か
ら
の
女
中
で

幸
橋
之
内
の
上
屋
敷
の
出
生
部
屋
で
、
安
永
二
年
閏
三
月
十
七
日
に
女
子
を
生

む
。
お
律
（
里
地
・
乙
助
）
と
名
付
ら
れ
る
。
そ
の
わ
ず
か
二
十
日
後
に
奥
勤

め
に
出
る
。
「
中
、
枕
直
し
出
勤
」
（
二
年
四
月
八
日
条
）
。
同
年
五
月
二
十
三
日

正
室
お
隆
と
共
に
駒
込
の
下
屋
敷
に
引
っ
越
す
。
三
年
四
月
十
日
に
中
老
格
と

一
様
に
短
い
。
五
年
も
勤
め
た
角
が
例
外
と
い
え
る
。

秀
父
礼
に
来
る
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奥女中奉公について

表2 表 1のうち採用者一覧

表1番号 名前 歳 評価 目見 引越 下宿 備考

次で召抱。安永26．母

11 ふし→勝 17 中 安永2.49 安永2.4.29 病気に付き宿下り後、

記事無し。

30 •~ 晶一．‘冶、→ 13 上々 安永2.411 
引越の月が合わず、そ

の後記事無し。

67 いさ→通 16 上々 安永57.2 安永5.728 
安永8.2以降記事無

し。

80 竹→秀 20 安永610.11 安永610 26 安永82 30 

83 歌→角 20 上 安永8.4.15 安永8.426 
天明4.7．福山家家臣山

天明3.728 
本氏と縁談。

89 初→亭 20 安永92 5 安永92.22 安永93 3 解雇か。

りと→鳥 上 安永92.6 安永92 9 
天明22以降記事無

90 20 
し。

101 標→みよ 16 安永97 7 安永97.20 安永108 22 病気に付き暇。

猿屋世話。お隆側で召

103 ふみ→りせ 安永98 11 安永910 1 抱。安永102以降記事

無し。

104 もよ→八代 20 上 安永910 18 安永9.11.12
安永106以降記事無

し。

122 蝶→小君 15 天明25 2 天明2.6.3 天明3.2.3

中村道同道、真よりも

137 なを→りゑ 14 天明38 11 天明38 28 文。天明412日記終了

に付き下宿年不明。

143 源→八百 17 天明3.8.16 天明3.829 
天明412日記終了に付

き下宿年不明。
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畑 尚子

な
り
加
増
を
受
け
る
。
従
っ
て
こ
れ
以
前
は
側
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
、
谷
が
い
つ
奉
公
に
あ
が
り
そ
の
時
の
格
式
が
側
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不

明
で
あ
る
。
子
供
を
生
ん
で
か
ら
一
年
も
経
っ
て
や
っ
と
中
老
に
な
っ
て
い
る
。

三
年
六
月
二
十
二
日
、
お
律
は
生
後
一
年
＝
一
ヵ
月
で
死
亡
し
て
い
る
。
安
永
四

年
九
月
十
七
日
谷
は
ま
た
女
子
を
生
む
。
お
か
ね
と
名
付
け
ら
れ
る
。
四
年
閏

十
二
月
七
日
、
格
が
と
れ
て
中
老
と
な
る
。
二
人
目
の
子
供
を
生
ん
だ
こ
と
に

対
す
る
昇
格
で
あ
ろ
う
か
。
五
年
七
月
二
十
六
日
、
何
故
か
谷
は
下
宿
を
す
る
。

そ
の
わ
ず
か
＝
一ヵ
月
後
に
再
勤
を
願
い
出
て
、
中
老
上
席
の
格
で
召
し
抱
え
ら

れ
る
。
こ
の
行
動
の
持
つ
意
味
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
谷
が
下
宿
し
て

か
ら
再
勤
す
る
ま
で
の
間
、
お
か
ね
の
乳
母
に
関
す
る
記
事
が
四
件
ほ
ど
見
ら

れ
る
。
五
年
十
一
月
三
十
日
頃
お
か
ね
は
死
亡
し
た
と
思
わ
れ
る
。
安
永
九
年

二
月
一

日
、
谷
は
年
寄
と
な
る
。
天
明
三
年
十
一
月
十
四
日
、
谷
の
願
い
に
よ

り
下
宿
す
る
。
そ
の
際
、
三
人
扶
持
を
遣
わ
さ
れ
る
。
宿
下
り
（
下
宿
の
意
味
）

後
も
信
鴻
の
六
十
の
賀
に
呼
ば
れ
た
り
、
互
い
に
贈
答
を
し
て
い
る
。
天
明
五

年
ご
ろ
結
婚
し
、
天
明
七
年
に
男
子
を
出
生
し
て
い
る
。
谷
は
側
か
ら
信
鴻
の

お
手
つ
き
中
老
を
経
て
年
寄
ま
で
な
っ
た
が
、

一
生
奉
公
は
せ
ず
に
宿
下
り
を

し
て
結
婚
し
子
供
を
生
ん
で
い
る
。
宿
下
り
後
も
信
鴻
と
良
好
な
関
係
を
保
ち
、

客
観
的
に
見
れ
ば
恵
ま
れ
た
一
生
を
送
っ
て
い
る
。
子
供
を
生
ん
で
も
女
中
の

身
分
で
あ
る
こ
と
に
代
わ
り
は
な
く
、

一
生
奉
公
す
る
と
も
限
ら
な
い
。
(17) 

信
鴻
の
時
代
の
下
屋
敷
の
奥
女
中
の
総
数
は
四
十
人
位
と
推
測
で
き
る
。
信

鴻
付
き
と
信
鴻
の
正
室
お
隆
付
き
の
女
中
と
が
い
た
。
「
お
隆
次
の
間
へ
、
お
隆

附
、
住
•
町
引
越
」
（
安
永
二
年
七
月
二
日
条
）
、
「
小
君
を
お
隆
へ
預
け
伊
達
吉

を
此
方
へ
雇
ふ
」
（
天
明
二
年
十
月
十
八
日
条
）
。
駒
込
に
移
っ
た
と
き
上
屋
敷

よ
り
女
中
も
引
き
連
れ
て
く
る
。
「
五
前
、
誠
・
八
百
・
要
・
た
を
・
せ
の
・
呉

服

・
半
下
二
人
、
駒
込
へ
引
越
」
（
安
永
二
年
五
月
二
十
一
日
条
）
。

「i
今
．
勝

・

か
よ

・
三
保

・
六
半
に
行
、
は
つ
採
忘
れ
四
半
す
き
駒
込
へ
引
越
」
（
安
永
二
年

五
月
二
十
二
日
条
）
。
「
六
半
前
、
お
隆
駒
込
へ
移
る
。
喬
松
院

・
幾
・
浦
・
住
・

中
・

筆
・

石
・

高
•

も
よ

・

不
残
。
お
律
も
う
つ
る

ま
せ

・
り
を
、
半
下
三
人
引
越
」
（
安
永
二
年
五
月
二
十
三
日
条
）
。
駒
込
に
移

る
以
前
に
大
量
に
目
見
を
行
っ
て
い
る
が
、
採
用
し
た
の
は
二
人
で
、
そ
の
内

一
人
は
都
合
が
悪
く
結
局
奉
公
し
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
奥
女
中

の
大
部
分
は
上
屋
敷
よ
り
引
き
連
れ
て
き
て
い
る
。
目
見
で
歌
舞
音
曲
を
試
験

に
課
せ
ら
れ
て
採
用
さ
れ
る
奥
女
中
が
奥
女
中
全
体
に
占
め
る
割
合
は
多
く
な

奥
女
中
の
職
制
に
は
年
寄
、
中
老
、
側
、
次
、
茶
の
間
、
中
居
、
髪
結
、
乳

母
、
右
筆
、
物
縫
、
半
下
が
あ
っ
た
。
あ
と
で
水
野
家
の
項
で
も
述
べ
る
が
、

同
じ
中
老
で
も
格
（
中
老
に
準
ず
る
）

浜
松
藩
山
形
藩
水
野
家

水
野
家
の
奥
向

（
中
略
）
七
過
、
袖
岡
・

と
本
席
、
上
席
が
あ
る
。
「袖
岡
・住
本

天
保
の
改
革
を
行
っ
た
水
野
忠
邦
は
、
肥
前
唐
津
藩
主
水
野
忠
光
の
次
男
と

し
て
江
戸
芝
西
久
保
の
上
屋
敷
に
生
ま
れ
た
。
兄
芳
丸
の
夭
折
に
よ
り
文
化
二

年
(
-
八

0
五
）
に
世
子
と
な
り
、
文
化
九
年
襲
封
、
文
化
十
四
年
浜
松
に
移

ー

席
。
谷
仲
老
格
、
各
加
増
申
付
」
（
安
永
三
年
四
月
十
日
条
）
。

母
な
ど
目
的
に
よ
っ
て
採
用
す
る
も
の
が
多
い
と
い
え
る
。

く
、
家
臣
の
娘
や
こ
の
よ
う
な
形
の
目
見
は
せ
ず
強
力
な
縁
故
に
よ
る
者
や
乳
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封
と
な
っ
た
。
天
保
十
年
(
-
八
三
九
）
老
中
主
座
と
な
り
、
そ
の
二
年
後
に

天
保
の
改
革
に
着
手
し
た
が
、
上
知
令
の
発
布
を
契
機
に
幕
府
内
で
孤
立
し
罷

免
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
老
中
主
座
に
再
任
さ
れ
る
が
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）

に
辞
職
、
在
職
中
の
不
正
を
問
わ
れ
、
領
地
二
万
石
と
居
屋
敷
の
没
収
、
隠
居

の
う
え
謹
慎
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
嘉
永
四
年
(
-
八
五
一
）
、
失
意
の
う
ち
に
五
十

八
歳
で
没
し
た
。

水
野
忠
邦
の
生
母
拘
（
宝
蓮
院
）

は
江
戸
深
川
住
む
御
家
人
中
川
昌
伯
維
孝

の
娘
と
し
て
生
ま
れ
、
安
永
八
年
(
-
七
七
九
）
御
家
人
大
住
喜
右
衛
門
の
養

女
と
な
る
。
水
野
家
に
奉
公
中
水
野
忠
光
の
側
室
と
な
り
、
忠
邦
、
正
縄
、
釧

の
二
男
一
女
を
生
む
が
、
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
二
六
歳
の
と
き
宿
下
り

を
命
じ
ら
れ
た
。
生
母
で
あ
る
側
室
の
権
勢
が
強
ま
る
こ
と
を
警
戒
し
た
、
忠

光
の
考
え
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
忠
邦
は
享
和
二
年
（
一
八

0
二
）
忠
光

の
正
室
勝
子
の
養
子
と
な
り
、
文
化
二
年
(
-
八

0
五）

の
後
、
洵
は
秋
田
支
藩
岩
崎
藩
主
佐
竹
義
知
に
嫁
ぐ
が
、

に
世
子
と
な
る
。
そ

―
女
を
生
ん
だ
の
ち

離
縁
、
養
家
大
住
家
に
戻
り
婿
を
取
り
一
女
を
生
ん
だ
の
ち
、
文
政
六
年
（
一

(18) 

八
二
三
）
五

0
歳
で
病
死
し
た
。

(19) 

「
奥
女
中
出
世
双
六
」
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
奥
女
中
奉
公
の
最
大
の
目

的
の
ひ
と
つ
は
側
室
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
洵
は
そ
の
上
二
男
一
女
を
生
み
、

そ
の
子
が
家
督
を
継
ぎ
、
老
中
に
ま
で
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
幸
福
と
呼

ぶ
に
は
程
遠
い
一
生
を
終
え
て
い
る
。
宿
下
り
を
命
じ
ら
れ
れ
ば
、
抵
抗
す
る

こ
と
は
出
来
ず
、

子
ど
も
を
生
ん
で
も
側
室
は
あ
く
ま
で
も
奥
女
中
の
一
人
で

あ
る
。
そ
の
藩
よ
り
諸
手
当
を
支
給
さ
れ
る
奉
公
人
で
あ
る
。
側
室
が
、

そ
の

家
の
家
族
と
し
て
遇
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
自
分
の
生
ん
だ
男
子
が
家
督

る
と
、

を
相
続
し
た
と
き
に
限
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
は
一
夫
多
妻
で

あ
っ
た
と
表
現
す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
。
現
在
、
ア
フ
リ
カ
等
の
地
域
で

第
二
夫
人
第
三
夫
人
が
存
在
す
る
の
と
は
意
味
が
違
う
。
彼
女
ら
は
家
族
の
一

員
で
あ
る
。

水
野
忠
精
は
忠
邦
の
長
男
と
し
て
、
天
保
三
年
(
-
八
三
二
）
に
江
戸
芝
三

田
の
中
屋
敷
に
生
ま
れ
る
。
天
保
十
年
に
忠
邦
の
正
室
嗣
の
養
子
と
な
る
。
弘

化
二
年
（
一
八
四
五
）
忠
邦
の
隠
居
に
よ
り
家
督
を
継
ぐ
が
、
懲
罰
と
し
て
出

羽
山
形
へ
の
移
封
を
命
じ
ら
れ
る
。
文
久
二
年
(
-
八
六
二
）
老
中
に
就
任
す

六
六
）

そ
の
後
、
中
（
下
）
屋
敷
に
居
住
し
、
忠
精
の
娘
錦
を
養
育
す
る
。
明

い
つ
奉
公
に
上
が
っ
た
か

る
。
文
久
三
年
十
四
代
将
軍
徳
川
家
茂
に
随
従
し
て
上
洛
、
慶
応
二
年
(
-
八

に
致
仕
し
、
家
督
を
忠
弘
に
譲
る
。
戊
辰
戦
争
で
山
形
藩
が
奥
羽
越
列

藩
同
盟
に
加
盟
し
た
こ
と
に
よ
り
、
藩
主
忠
弘
と
共
に
京
都
に
軟
禁
さ
れ
る
。

明
治
十
七
年
(
-
八
八
四
）
五
十
三
歳
で
没
す
る
。

始
ま
る
。
「
水
野
家
奥
女
中
奉
公
細
帳
」
は
水
野
忠
邦
・
忠
精
親
子
二
代
に
わ
た
る
水

野
家
の
奥
女
中
奉
公
の
記
録
で
あ
り
、
天
保
三
年
の
忠
精
の
出
生
し
た
年
よ
り

つ
ま
り
、
忠
邦
の
側
室
で
忠
精
の
生
母
篠
塚
氏
寿
（
亮
寿
院
）
の
天

保
三
年
の
記
事
よ
り
始
ま
る
。
十
一
月
二
十
五
日
に
忠
精
を
出
産
し
た
寿
は
、

中
老
格
と
な
る
。
そ
れ
以
前
の
記
事
が
な
い
た
め
、

は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
後
中
老
と
な
り
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
二
）
二
月
十
日

に
忠
邦
が
没
し
た
こ
と
に
よ
り
、
剃
髪
し
て
亮
寿
院
と
名
乗
る
。
「
日
記
」
に
よ

治
維
新
の
と
き
は
大
津
に
滞
在
、
明
治
十
七
年
忠
精
が
亡
く
な
っ
た
と
同
じ
年

に
天
寿
を
全
う
し
た
。

忠
邦
の
正
室
嗣
（
清
純
院
）
が
嘉
永
六
年
に
、
忠
精
の
正
室
愛
が
万
延
元
年
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女
中
奉
公
を
出
世
と
し
て
捉
え
る
と
亮
寿
院
と
千
代
山
は
そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
成

（
一
八
六

0
)
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
亮
寿
院
は
同
じ
く
忠
邦
の
中
老

で
あ
っ
た
千
代
山
と
共
に
、
幕
末
期
の
水
野
家
の
奥
の
要
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

千
代
山
は
忠
邦
の
お
手
つ
き
中
老
で
あ
っ
た
が
子
を
成
し
て
い
な
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
忠
邦
の
死
に
よ
り
剃
髪
を
希
望
す
る
が
許
さ
れ
な
い
。

そ
の
後
、
老
女
か
ら
奥
向
取
締
り
と
な
り
、
水
野
家
奥
女
中
の
最
高
位
と
し
て

上
屋
敷
の
奥
を
取
り
仕
切
る
。
側
室
は
一
般
に
中
老
で
、
奥
女
中
と
し
て
の
格

は
そ
れ
よ
り
上
が
る
こ
と
は
な
い
。
子
ど
も
を
生
む
と
御
部
屋
様
と
呼
ば
れ
る

こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
職
制
と
は
違
う
。
そ
の
た
め
寿
も
奥
女
中
と
し
て
は

中
老
止
ま
り
で
あ
る
が
、
息
子
が
家
督
を
継
い
だ
た
め
、
藩
主
の
生
母
と
し
て

特
別
に
遇
さ
れ
た
。
世
子
の
生
母
と
い
う
同
じ
立
場
で
あ
り
な
が
ら
、
忠
邦
の

生
母
拘
と
忠
精
の
生
母
寿
は
対
照
的
な
一
生
を
送
っ
て
い
る
。
忠
邦
が
自
分
の

母
と
同
じ
不
幸
を
寿
に
味
合
わ
せ
た
く
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
い
え
る
。
奥

功
を
お
さ
め
た
と
言
え
る
。

浜
松
藩
山
形
藩
水
野
家
は
紀
州
徳
川
家
の
家
老
新
宮
藩
水
野
家
と
互
い
に
婚

姻
関
係
を
結
ん
で
い
る
。
水
野
忠
邦
の
娘
八
重
は
嘉
永
六
年
(
-
八
五
三
）
四

月
二
十
一
日
、
新
宮
藩
水
野
忠
幹
に
嫁
ぐ
。
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
に
八
重

が
没
す
る
と
、
翌
三
年
直
ち
に
水
野
忠
精
は
戸
田
忠
温
の
娘
釘
を
養
女
と
し
て

水
野
忠
幹
の
後
妻
と
す
る
。
万
延
元
年
(
-
八
五
五
）
釘
が
亡
く
な
る
と
忠
精

は
翌
文
久
元
年
(
-
八
六
一
）
本
多
正
納
の
妹
辰
を
再
度
養
女
と
し
て
忠
幹
の

元
へ
送
る
。
ま
た
、
忠
弘
の
夫
人
は
忠
幹
の
叔
父
忠
制
の
娘
で
忠
幹
の
養
女
と

(20) 

な
っ
た
悦
で
あ
る
。
娘
た
ち
の
婚
姻
に
伴
い
お
付
き
の
女
中
も
姫
君
に
つ
い
て

移
動
「
引
移
り
」
し
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。
「
日
記
」
に
も
市
ヶ
谷
様
（
新
宮

J

と
が
で
き
る
。

2
 

藩
水
野
家
の
上
屋
敷
は
市
ヶ
谷
浄
瑠
璃
坂
）
御
奥
様
が
登
場
し
、
贈
答
の
や
り

取
り
な
ど
が
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
奥
同
士
の
付
き
合
い
が
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。

「
水
野
家
奥
女
中
奉
公
細
帳
」
の
分
析

「
水
野
家
奥
女
中
奉
公
細
帳
」
は
い
か
な
る
史
料
と
定
義
す
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
か
。
松
尾
氏
は
幕
府
の
女
中
分
限
帳
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
て

(21) 

い
る
。
幕
府
に
仕
え
る
女
中
の
基
本
台
帳
で
、
将
軍
・
御
台
所
・
子
女
•
生
母

そ
れ
ぞ
れ
に
付
属
す
る
女
中
の
名
前
や
身
分
、
格
式
・
諸
手
当
、

（
身
冗
保
証
人
）
が
記
載
さ
れ
た
も
の
を
い
う
。
こ
の
場
合
、
格
式
の
変
化
や

新
規
採
用
、
宿
下
り
が
あ
る
た
め
、
本
来
毎
年
作
成
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、

毎
年
の
記
録
が
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
必
要
に
応
じ
て
作
ら
れ
て
い
た
と
推
察

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
史
料
は
前
記
の
条
件
を
満
た
し
て
は
い
る
が
、
冊
子
に
直
接
書
か
れ
た
も

の
で
は
な
く
、
短
冊
に
書
か
れ
、
厚
紙
に
貼
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
宿
元

い
つ
の
時
代
に
こ

の
よ
う
な
形
に
改
め
ら
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
内
容
と
し
て
は
、
先
ず
、
採

砂
｝）

用
時
（
採
用
時
で
な
い
も
の
も
若
干
い
る
）
の
諸
手
当
（
扶
持
・
菜
代
）
が
記

さ
れ
、
宿
元
（
請
人
・
人
主
）
、
採
用
時
の
格
式
、
名
前
、
屋
敷
に
引
っ
越
し
た

と
き
の
年
月
日
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の
経
歴
の
あ
る
も
の
は
書
き
加

え
ら
れ
た
り
、
付
箋
で
貼
ら
れ
た
り
し
て
追
加
さ
れ
て
い
る
。
女
中
の
実
態
を

把
握
す
る
た
め
、
藩
の
担
当
者
が
防
備
録
程
度
に
作
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
る

次
に
細
部
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
家
臣
の
家
族
は
諸
手
当
高
四
両
壱
人
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表3 水野家奥向年表

西暦 年代 藩主 事項

1794 寛政66 23 忠 忠邦生まれる（生母 ・拘）

1799 寛政11 洵宿下り

1802 享和25 11 光 忠邦、忠光の正室 ．勝子の養子となる

1811 文化812 1 忠邦、酒井忠進の娘・嗣と結婚

1812 文化98.5 忠 忠邦藩主となる

1832 天保311 25 忠精生まれる（生母 ・寿）

1839 天保102 21 邦 忠精、忠邦の正室 ・嗣の養いとなる

1840 天保1112 7 八重生まれる

1841 天保12.218 松六生まれる

1845 弘化2 J中L^ 忠精家督を継ぐ 山形藩へ転封

1851 嘉永42 忠邦没

4 3 19 精 剃髪して嗣は清純院、寿は亮寿院となる

4 12.15 錦生まれる

1852 嘉永52 4 忠精、井上正春の娘 • 愛と結婚する

1853 嘉永64 21 八重、新宮水野忠幹に嫁す

6 9 21 清純院没

1855 安政26 8 八重没

1856 安政36 18 忠弘生まれる

3 12.11 養女紅（父戸田忠幹）水野忠幹に嫁す

1859 安政611 16 欽三郎生まれる

1860 万延15 11 愛没

1 10 10 恵生まれる

1862 文久21 10 静生まれる

2 3 15 忠精老中に就任

2 4 19 欽三郎没

1863 文久32 忠精、将軍家茂に随従して上洛

1864 元治15 忠精、江戸に帰る

1866 慶応29 29 忠 忠弘家督を継ぐ

1868 明治1閏4 忠精、忠弘京都に軟禁される

1 5 弘 山形藩、奥羽越列藩同盟に加盟

1 9 忠精、忠弘江戸へ帰る

1877 明治75 10 忠弘、新宮水野忠幹の養女 ・悦と結婚

明治172 9 亮寿院没

17 5 8 忠精没
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畑 尚子

忠
光
水
野
家
系
図芳

丸
寛
政
五
ー
八

母
浅
野
氏

忠
邦
寛
政
六
ー
嘉
永
四

＝

母

中

川

氏

洵

嗣
酒
井
讃
岐
守
忠
進
二
女

清
純
院
嘉
永
六
没

正
縄
寛
政
七
ー
安
政
七

母
中
川
氏
拘

内
藤
（
岩
村
田
）
正
國
養
子

セ
ン釧

寛

政

九

ー

文

政

五

母
中
川
氏
洵

大
久
保
近
江
守
忠
保
夫
人

某

寛

政

六

母

中

川

氏

直
哉
（
忠
葬
）
寛
政
十
|
天
保
元

母
某
氏

堀
（
椎
谷
奥
田
）
直
温
養
子

鍋
↓
逹
↓

連

寛

政
―

-I
弘
化
三

母
某
氏

小
笠
原
（
唐
津
）
主
殿
頭
長
呂
夫
人

良
弼
（
忠
帯
）
寛
政
―
―
ー
明
治
元

母
某
氏

跡
部
良
貞
養
子

某朔
↓
達
↓
政
↓
予
↓
麻

文
化
元
ー
嘉
永
二

母
某
氏

内
藤
播
磨
守
政
環
養
女

内
藤
（
湯
長
谷
）
政
民
夫
人
（
離
）

天
保
七
水
野
家
へ
大
帰

政
任
（
忠
敏
）

母
某
氏

駒
木
根
政
暁
養
子

忠
勧
文
化
四
~
応
三

母
某
氏

水
野
忠
純
捉
子

文
化
ニ
ー
弘
化
元

正
直
（
守
修
）

母
某
氏

長
谷
川
正
以
養
子

女
子
文
化
―
―

母
某
氏

文
化
五
ー
万
延
元

高
↓
定
↓

幸

文

化
一

母
某
氏

堀
若
狭
守
親
義
夫
人 -
l明
治
二
四

松
六
天
保
一
―

―|

母
某
氏

信

文

政

元

母

某

氏

豊
↓
美
（
養
女
）

石
川
主
殿
頭
総
佐
女

戸
田
因
播
守
忠
温
夫
人

絃
↓
恒
↓
倉
文
政
ニ
ー
文
久
二

母
某
氏

榊
原
政
愛
夫
人

周
↓
甫
文
政
四
ー
天
保

一
五

母
某
氏

伊
東
修
理
大
夫
祐
相
夫
人

女

子

死

胎

文

政

五

母

某

氏

女

子

死

胎

文

政

七

母

某

氏

女

子

死

胎

文

政

八

母

某

氏

巻

文

政

―

二

母

某

氏

駿
彦
天
保
ニ
ー
三
母
某
氏

錫

天

保

三

ー
四

母

某

氏

キ
ヨ

忠
精
天
保
三
ー
明
治
一
七
ー
ー

――

母
篠
塚
氏
寿
明
治
一
七
没

愛
井
上
河
内
守
正
春
四
女

万
延
元
没

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
『
不
＿
揚
録
』

『平
成
新
修
旧
華
族
家
系
大
成
』
よ
り
作
成

女

子

死

胎

天

保

十

母

某

氏

鈷
↓
八
重
天
保
―
-
I
安
政
二

母
某
氏

水
野
（
新
宮
）
大
炊
頭
忠
幹
夫
人

ミ
チ紅
（
養
女
）戸
田
（
宇
都
宮
）
忠
温
女

水
野
（
新
宮
）
忠
幹
後
妻

錦

嘉

水

四

ー
明
治
九
母
某
氏

恒
五
郎
嘉
氷
五
ー
六
母
某
氏

忠
弘
安
政
＝
―

|
明
治
三
八

――

母
中
川
氏
琴

悦
虹
詞
｛
鱈
琵
贔
嗅

明
治
一
六
離

照
伊
達
（
宇
和
島
）
宗
城
六
女
（
離
）

女

子

死

胎

安

政

五

母

某

氏

欽
三
郎
安
政
六
ー
文
久
二
母
某
氏

某

万

延

元

母

井

上

氏

恵

↓

珪

万

延

元

母

某

氏

湯
浅
茂
―
―一
郎
夫
人

静

文

久

二母
某
氏

讐

闘

賛

（

離

）

彰

慶

応

元

I
-
―

母
某
氏

福

明

治

元

ー

ニ

母

芳

賀

氏

若

明

治

四

ー

六

母

芳

賀

氏

豊

次

郎

明

治

六

母

芳

賀

氏

鉱

次

郎

明

治

九

母

芳

賀

氏

素

明

治

l

―

母

芳

賀

氏

女

子

明

治

―

二

母

芳

賀

氏

清

明

治

一

七

ー
昭
和
四
―
―

母
某
氏

井
上
（
浜
松
）
正
英
夫
人
（
離
）

辰
馬
半
右
衛
門
夫
人
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奥女中奉公について

扶
持
菜
代
銀
参
拾
匁
で
格
式
は
御
次
と
し
て
採
用
さ
れ
て
お
り
、
請
人
は
必
要

と
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
町
人
の
娘
は
諸
手
当
高
五
両
弐
人
扶
持

菜
代
銀
六
拾
匁
で
格
式
は
御
側
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。
御
側
は
御
次
よ
り

上
の
職
制
で
手
当
て
も
多
い
。
町
人
の
娘
の
ほ
う
が
、
武
士
の
娘
よ
り
上
な
の

は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
町
人
や
農
民
の
娘
は
行
儀
見
習
い

と
し
て
武
家
奉
公
に
出
る
。
親
も
こ
の
給
金
を
あ
て
に
は
し
て
い
な
い
。
む
し

ろ
、
付
き
合
い
な
ど
か
ら
持
ち
出
し
と
な
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、

武
士
の
娘
は
扶
持
減
ら
し
と
し
て
奉
公
に
出
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
疑
問
は
解

決
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
る
。
ま
た
、
店
借
層
の
娘
は
最
下
層
の
御
末
と
し
て
採

奥
女
中
と
し
て
採
用
さ
れ
引
っ
越
す
と
人
別
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
た
名
前
か

ら
、
新
し
い
名
前
に
必
ず
変
え
る
。
こ
の
習
慣
が
何
時
ご
ろ
か
ら
始
ま
り
、

ぜ
変
え
な
く
て
は
い
け
な
い
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

な

御
末
、
中
居
、
御
次
・
御
側
・
中
老
・
老
女
と
い
っ
た
職
制
の
他
に
、
亮
寿

院
付
、
於
錦
様
付
、
若
殿
様
御
用
な
ど
が
あ
り
藩
主
や
奥
方
、
生
母
、
子
ど
も

た
ち
に
そ
れ
ぞ
れ
付
属
す
る
。
ま
た
、
御
小
奥
と
い
う
名
称
が
頻
繁
に
見
ら
れ

る
が
、
奥
に
対
し
て
小
奥
が
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
誰
が
主
人
か
は
不

明
で
あ
る
。
仕
え
て
い
た
人
や
子
ど
も
が
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
御
仏
殿
（
祓

間
）
の
掛
か
り
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
現
在
の
職
場
で
も
職
層
と
部
署
が
あ
る

の
と
同
じ
で
あ
る
。
柳
沢
家
の
項
で
も
述
べ
た
が
、
同
じ
御
次
で
も
、
御
次
格
、

御
次
、
御
次
上
席
と
段
階
が
あ
る
。

16
山
中
荘
蔵
の
母
は
水
野
忠
邦
の
四
男
松

六
が
生
ま
れ
た
と
き
に
御
側
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
乳
母
で
あ

用
さ
れ
る
例
が
多
い
。

4
.
9
.
1
2
（表
4
の
番
号
）
は
他
の
大
名
屋
敷
等
か

ら
の
引
移
り
と
考
え
ら
れ
る
。

る
可
能
性
が
高
い
。
本
史
料
か
ら
は
乳
母
、
右
筆
な
ど
と
一
般
の
奥
女
中
と
の

採
用
の
区
別
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
か
は
、
窺
い
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

採
用
年
齢
も
不
明
で
あ
る
。
御
雇
や
台
子
が
職
制
な
の
か
、

ど
の
職
層
に
く
る

の
か
も
わ
か
ら
な
い
。

22
の
例
か
ら
御
末
と
し
て
採
用
さ
れ
て
も
御
側
ま
で
上

が
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
、

4
.
1
6
の
例
か
ら
江
戸
で

採
用
さ
れ
て
も
、
領
地
の
山
形
に
行
く
こ
と
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
い
わ
ば
、

転
勤
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
加
増
と
い
う
形
で
手
当
て
が
支
給
さ

れ
る
。
ま
た
、
忠
精
の
娘
錦
は
嘉
永
四
年
山
形
で
生
ま
れ
た
が
、
幕
末
期
に
は

江
戸
の
亮
寿
院
の
元
に
い
る
。
錦
が
山
形
か
ら
江
戸
に
移
る
際
、

よ

こ,1
 

)
っ
し

し

江
戸
に
来
た
奥
女
中
も
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
国
元
と
江
戸
の
藩
邸
と
の
関
係

は
明
確
で
は
な
い
が
、
上
屋
敷
と
中
（
下
）
屋
敷
と
の
関
係
は
、
江
戸
城
の
本

丸
大
奥
と
西
の
丸
大
奥
間
で
将
軍
の
代
が
替
わ
る
と
奥
女
中
が
一
斉
に
移
動
す

る
よ
う
に
、
藩
主
の
代
替
わ
り
に
女
中
の
大
移
動
が
成
さ
れ
た
と
い
え
る
。
こ

の
こ
と
は
、
柳
沢
信
鴻
が
駒
込
に
隠
居
す
る
と
き
上
屋
敷
か
ら
大
勢
の
女
中
を

引
き
連
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
も
、
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
御
末
か
ら
御
側
に
な
っ
た
八
尾
と
、
御
側
か
ら
老
女
に
な
っ
た
千
代
山

の
経
歴
を
追
っ
て
み
た
い
。
八
尾
は
天
保
十
一
年
（
一
八
四

0
)
に
は
御
末
と

し
て
老
女
玉
江
の
部
屋
に
お
り
、
採
用
さ
れ
て
か
ら
数
年
経
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
大
奥
の
場
合
、
部
屋
子
は
又
者
で
直
の
奉
公
人
と
区
別
さ
れ
る
が
、
こ

こ
で
は
御
末
で
あ
り
部
屋
子
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
名
の
奥
で
は
明
確
な
区
別

は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
同
年
7
月
に
御
小
奥
の
台
子
と
な
る
。
台
子

と
は
他
で
あ
ま
り
み
な
い
職
制
で
あ
る
が
、
字
よ
り
察
す
る
と
台
所
の
仕
事
を

す
る
も
の
で
つ
ま
り
中
居
と
近
い
の
で
な
い
だ
ろ
う
か
。
同
年
9
月
に
台
子
と
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表
4
水
野
家
（
遠
江
浜
松
・
出
羽
山
形
）
奥
女
中
奉
公
細
帳

庄蓮 要

宛
飼
（
採
用
時
）

請
人

人
主

格
（
採
用
時
）

名
経
歴

1
 

本
所
相
生
町

菊
渓
改
緩
女
天
保
3
．閏
1
1
15
 
中
老
格
壱
両
加
増

万
屋
平
兵
衛

寿
天
保
5
4.6 

金
弐
両
壱
人
扶
持
加
増

天
保
6
5.10 

弐
人
扶
持
加
増

天
保
12
5
.1
4
 
中
老
（
若
殿
様
＝
忠
精
）

弘
化
2
.11
2
4
 
中
老
（大
奥
様
＝
嗣
、
殿
様
＝
忠
精
御
用
）

嘉
永
3
.8.
15
大
殿
＝
忠
邦
御
附
以
前
の
と
お
り

亮
寿
院

嘉
永
4.3.
19
剃
髪
（
忠
邦
没
に
よ
り
）

2
 
高
五
両
弐
人
扶
持
芝
新
網
町
代
地

糀
町
四
丁
目

御
側

浪
改
み
の
天
保
4.5.19

御
側

菜
代
銀
六
拾
匁

松
屋
定
吉

高
崎
屋
治
助

天
保
1
0
1.1
5
 
壱
両
加
増

千
代
山

天
保
12.5
.14
中
老
格
弐
両
加
増

弘
化
2
.
1
1
24 
大
奥
様
＝
嗣
御
側

嘉
永
3
8
.1
5
 
大
殿
＝
忠
邦
御
附
以
前
の
と
お
り

嘉
永
4
.3.
19
中
老
（剃
髪
を
願
う
が
許
さ
れ
ず
）

嘉
永
6.6.2
1
老
女
格
（八
重
姫
の
婚
礼
を
差
配
し
た
功
労
）

弐
両
壱
人
扶
持
加
増
＝
十
両
三
人
扶
持
と
な
る

安
政
2.5
.1

老
女

万
延
1.
7
 3
 
奥
向
取
締
錦
・真
次
郎
（
忠
弘
）
・銀
三
郎
御
用

3
 
高
四
両
壱
人
扶
持

御
小
奥
御
次
と
く
改
仲
天
保
13.
11
.14
御
小
奥
御
次

菜
代
銀
三
拾
匁

山
中
勘
解
由

御
部
屋
子
や
ま

天
保
1
7
.
7
 
御
台
子

弘
化
2.
12.2
1
殿
様
御
附

嘉
永
6
11.15 

御
側

長
浜

文
久
1
.
3
18
 
中
老

富
山

文
久
2
.
4
27 
奥
向
取
締
金
壱
両
加
増

4
 
高
五
両
弐
人
扶
持
麻
布
谷
町
組
屋
敷

松
平
鋳
之
丞
内

御
側

み
す

安
政
2
4.
11 
引
越

菜
代
銀
六
拾
匁

芳
賀
信
左
衛
門

下
山
左
市

文
久
2
.4.27

金
壱
両
加
増
山
形
勤
番

5
 
高
五
両
弐
人
扶
持
本
所
番
場
町
庄
八
店

浅
草
諏
訪
町
権
蔵
店

御
側

ま
さ
改
か
よ

5
 23 
引
越

菜
代
銀
六
拾
匁

福
島
屋
徳
松

和
泉
屋
喜
三
郎
娘

文
久
2
4
.27 

御
側
上
席
金
壱
両
加
増

文
久
2.

宿
下
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い^えい2N`船廿祁蘇

宛
飼
（
採
用
時
）

請
人

人
主

格
（
採
用
時
）

名
経
歴

6
 
高
五
両
弐
人
扶
持
浅
草
田
町
弐
丁
目
家
主
重
蔵
地
借
同
所
花
川
戸
町

御
小
奥
御
側
よ
し
改
ち
え
文
久
2.4.
14
引
越

菜
代
銀
六
拾
匁

林
屋
銘
之
助

家
主
伊
八

7
 
高
五
両
弐
人
扶
持
下
谷
金
杉
村

根
岸
元
三
島
明
神
前

御
側

み
か
改
き
く
元
治
2
.
3
1
 
引
越

菜
代
銀
六
拾
匁
百
姓
惣
次
郎

家
持
治
兵
衛

8
 
高
四
両
壱
人
扶
持

市
川
半
右
衛
門
娘

御
次

ひ
で

文
久
3.
1
12
 
御
次

菜
代
銀
三
拾
匁

元
治
2.
1.11

取
締

，
 高四
両
壱
人
扶
持
同
家
中

三
田
綱
坂
下
松
平
肥
後
守
内

御
次
御
雁
な
か
改
さ
と
文
久
3
2.
13
 
御
次

菜
代
銀
三
拾
匁

林
弥
十
郎

永
井
平
一

10 
高
四
両
壱
人
扶
持
山
下
町
家
主
伝
蔵
地
借

麹
町
拾
三
丁
目
家
主
治
兵
衛
地
借
御
次

か
つ
改
き
せ
元
治
1.
3.1
0
 
引
越

菜
代
銀
三
拾
匁

中
村
屋
助
八

坂
本
屋
吉
蔵

11 
高
三
両
弐
分

麻
布
永
坂
町
忠
兵
衛
店

同
所
新
網
町

御
末

ま
き
改
菖
蒲
安
政
3.
1
0
2
1
 
引
越

菜
代
銀
拾
弐
匁

松
屋
利
兵
衛

家
主
甚
助

安
政
6
.
1
1
1
 
中
居

文
久
1
.
1
0
16 
中
居
本
役

文
久
3
1
2
 7
 
御
次
格

12
 
高
壱
両
壱
人
扶
持
本
多
伯
者
守
内

外
桜
田
石
川
若
狭
守
内

御
末

さ
く
改
あ
や
元
治
1
3
.
15
 
引
越

菜
代
銀
拾
弐
匁

柳
原
林
兵
衛

山
口
豊
輔

め
慶
応
1
8
.16 

中
居

13 
高
壱
両
弐
分

北
八
丁
堀
高
得
代
地
家
主
金
兵
衛
店
京
橋
常
盤
町
家
主
平
兵
衛
店

御
末

か
つ
改
梅
か
元
治
2
.3.
14
引
越

菜
代
銀
拾
弐
匁

大
前
屋
源
次
郎

大
和
屋
直
吉

え

14 
高
壱
両
弐
分

高
輪
仲
町
家
主
常
治
郎
店

飯
倉
片
町
通
り
家
主
三
郎
店

御
末

い
く
改
明
石
元
治
2
.
2
29 
引
越

菜
代
銀
拾
弐
匁

伊
勢
屋
惣
兵
衛

植
木
屋
鎌
三
郎

15 
高
壱
両
弐
分

南
鍛
冶
町
壱
丁
目

品
川
家
主
喜
兵
衛
店
針
器

り
や
改
紅
葉
慶
応
1
8
.
8
 
引
越

菜
代
銀
拾
弐
匁

相
模
屋
清
兵
衛

城
房

16 
高
七
両
弐
人
扶
持

御
出
生
様
す
ま
改
と
り
天
保
12.2.17

御
次

菜
代
銀
六
拾
匁

山
中
荘
蔵
母

松
六
殿
御
側

天
保
1
4
2.
16 
御
次
（
奥
様
＝
嗣）
御
祓
之
間

嘉
永
1
3
.22 

御
側

久
江

嘉
永
6
6.1 

中
老

万
延
1
10.13 

亮
寿
院
御
附

文
久
2
.
4
27 
金
弐
両
加
増
山
形
勤
番
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庄＇冠 衷

宛
飼
（
採
用
時
）

請
人

人
主

格
（
採
用
時
）

名
経
歴

17
 高
五
両
弐
人
扶
持
弓
町
家
主
久
七
地
借

本
木
材
町
五
丁
目

御
小
奥
御
御
り
よ
改
も
と
脱
応
1
閏
5
4
 
引
越

菜
代
銀
六
拾
匁

高
野
同
輔

家
主
大
助

側
慶
応
1
閏
5
9
 
御
側
（
若
殿
＝
忠
弘
）

恵
•
静
御
用

18
 高
四
両
壱
人
扶
持

於
錦
様
御
附
ふ
く
改
た
き
安
政
3.3
.1
3
召
出

菜
代
銀
三
拾
匁

春
日
井
文
太
夫
娘

文
久
3
.5
.6
御
側
格

19
 高
四
両
壱
人
扶
持

市
ヶ
谷
御
門
内
帯
坂
田
安
殿
御
用
人
御
次

り
ん
改
さ
き
文
久
2
.11
11 
引
越

菜
代
銀
三
拾
匁

附
大
沢
甚
之
丞
家
来

と
せ

文
久
3.
1
12
 
御
次
（
御
子
様
方
）

平
野
助
之
進
妹

慶
応
1.
6.14 

静
附

20 
高
四
両
壱
人
扶
持
牧
野
助
十
郎
内

表
六
番
安
部
勝
三
郎
内

若
殿
様
御
次
う
す
改
く
ま
元
治
2.3.
1
引
越

菜
代
銀
三
拾
匁

三
輪
保
太
郎

三
輪
勝
二
郎

2
1
 高
四
両
壱
人
扶
持
四
谷
内
藤
六
軒
町

麹
町
八
丁
目
家
主
平
右
衛
門
地
借
於
恵
様
御
附
ち
か
改
す
み
元
治
2
.3
.11

引
越

菜
代
銀
三
拾
匁

家
主
儀
左
衛
門

仲
屋
吉
兵
衛

22 
高
弐
両
壱
人
扶
持
芝
口
町
弐
丁
目

本
郷
六
丁
目

八
尾

天
保
11.
5.4

御
末
老
女
玉
江
部
屋

菜
代
銀
三
拾
匁

木
田
屋
徳
治
郎

越
後
屋
弥
右
衛
門

幾
天
保
11
7
.
2
1
 
御
小
奥
台
子

す
ま

天
保
11
9
.
1
4
 
台
子

ま
さ

弘
化
2.
12
.1
2
中
居
（
同
格
に
て
）

弘
化
4
.
3
4
 
御
次
格

嘉
永
2.
12
.29
金
壱
両
加
増

文
久
1
10.16 

御
次
上
席

文
久
2
.
1
11 
御
側
（
若
殿
＝
忠
弘
）

文
久
2
5.3
1
 
御
側
（
錦
）
恵
・
静
御
用

23 
高
四
両
壱
人
扶
持

御
料
理
人
頭
格

於
錦
様
附
や
す

安
政
4
.
2
16 
引
越

菜
代
銀
六
拾
匁

前
田
瀬
十
郎
姪

文
久
3

御
側
格
（
亮
寿
院
御
附
）
錦
御
用
是
迄
之
通
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奥女中奉公について

ま
と
め

娘
た
ち
の
御
側
や
御
用
も
兼
ね
る
よ
う
に
な
る
。

な
る
。
小
奥
よ
り
奥
に
移
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
中
居
、

弘
化
四
年
御
次
格
と
な
り
、
嘉
永
二
年
(
-
八
四
九
）
給
金
を
一
両
加
増
さ
れ

る
。
文
久
元
年
(
-
八
六
一
）
御
次
上
席
と
な
り
御
仏
殿
掛
か
り
も
兼
ね
る
。

文
久
二
年
若
殿
様
（
真
次
郎
廿
忠
弘
）
の
御
側
と
な
り
、
同
年
五
月
に
忠
精
の

千
代
山
は
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
に
御
側
で
高
五
両
二
人
扶
持
と
し
て
召

し
抱
え
ら
れ
る
。
天
保
十
年
一
両
加
増
さ
れ
る
。
天
保
十
二
年
中
老
格
と
な
り

二
両
加
増
さ
れ
る
。
御
小
奥
並
御
側
の
と
お
り
に
心
得
る
よ
う
に
と
あ
る
が
、

意
味
は
不
明
で
あ
る
。
弘
化
二
年
大
奥
様
（
忠
邦
夫
人
嗣
）
御
側
と
な
り
、
嘉

の
御
付
き
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
と
あ
る
。
嘉
永
四
年

永
三
年
大
殿
様
（
忠
邦
）

忠
邦
の
死
に
よ
り
剃
髪
を
願
い
出
る
が
若
年
の
た
め
許
さ
れ
な
い
。
こ
の
年
格

が
と
れ
て
中
老
と
な
る
。
嘉
永
六
年
八
重
姫
の
婚
姻
を
差
配
し
た
功
労
に
よ
り

老
女
格
と
な
り
、
二
両
一
人
扶
持
加
増
さ
れ
十
両
三
人
扶
持
と
な
る
。
安
政
二

年
(
-
八
五
五
）
老
女
と
な
る
。
万
延
元
年
(
-
八
六

0
)
奥
向
取
締
と
な
り

忠
精
の
子
ど
も
た
ち
の
御
用
取
締
り
も
兼
ね
る
。
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）

日
記
に
上
屋
敷
奥
向
取
締
と
し
て
健
在
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

態
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、

の

今
回
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
文
章
に
ま
と
め
た
こ
と
に
よ
り
、
奥
女
中
の
実

そ
れ
が
不
確
か
な
も
の
で
あ
る
た

め
、
よ
り
多
く
の
疑
問
を
噴
出
す
る
結
果
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
な
ぜ
勤
め
に

出
る
と
必
ず
名
前
を
変
え
る
の
か
、
園
元
と
江
戸
と
の
関
係
は
ど
う
な
っ
て
い

の
項
で
も
述
べ
た
が
町
人
や
百
姓
の
娘
は
良
縁
を
得
る
た
め
の
行
儀
見
習
い
や

を
集
め
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。

た
も
の
が
な
る
と
思
わ
れ
る
。
右
筆
、
乳
母
な
ど
で
採
用
さ
れ
た
者
が
、

一
般

る
の
か
。
職
制
と
そ
の
仕
事
内
容
も
解
明
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
。
水
野
家
の

場
合
、
奥
女
中
は
職
制
の
み
で
区
分
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
部
署
や
職
制

な
ど
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
。
ま
た
名
称
か
ら
だ
け
で
は
職
制
か
部
署
か
わ

か
ら
な
い
も
の
も
あ
る
。
と
り
あ
え
ず
奥
女
中
の
職
制
表
を
作
っ
て
み
た
。
下

か
ら
上
へ
職
層
が
上
が
る
も
の
だ
が
、
位
置
の
わ
か
ら
な
い
と
い
う
よ
り
は
出

世
コ
ー
ス
の
職
層
に
は
当
た
ら
ず
特
殊
技
能
等
を
も
っ
て
仕
え
る
右
筆
、
乳
母
、

髪
結
、
針
妙
（
物
縫
）
は
点
線
よ
り
下
に
、
職
制
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
奥
向

取
締
、
御
部
屋
様
、
部
屋
子
及
び
仕
事
内
容
と
位
置
の
不
明
な
台
子
、
御
雇
は

実
線
よ
り
下
に
置
い
た
。
柳
沢
家
や
水
野
家
や
の
事
例
で
見
た
よ
う
に
、
出
自

に
よ
っ
て
御
末
で
採
用
さ
れ
る
も
の
と
御
次
・
御
側
で
採
用
さ
れ
る
も
の
に
分

か
れ
る
。
御
末
は
店
借
層
の
娘
が
多
く
、
稀
に
御
側
ま
で
出
世
す
る
こ
と
も
あ

る
が
、
中
老
・
老
女
に
な
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
と
い
え
る
。
町
人
や
家
臣
の
娘

は
御
次
・
御
側
で
採
用
さ
れ
、
そ
の
う
ち
二
、
三
年
以
内
で
宿
下
り
し
て
し
ま

う
も
の
は
採
用
時
の
格
で
終
わ
る
こ
と
が
多
い
。
中
老
と
な
り
、
当
主
の
寵
愛

を
受
け
る
と
お
手
つ
き
中
老
と
な
り
、

子
供
を
生
む
と
部
屋
を
与
え
ら
れ
御
部

屋
様
な
ど
と
呼
ば
れ
る
が
、
側
の
格
の
ま
ま
で
子
供
を
生
む
こ
と
も
あ
る
。
老

女
・
年
寄
は
奥
女
中
の
最
高
位
で
奥
向
き
の
万
事
を
差
配
し
、
各
屋
敷
に
一
、

二
名
で
、

お
手
つ
き
中
老
の
褥
す
べ
り
を
し
た
者
や
長
年
勤
め
て
功
労
の
あ
っ

の
奥
女
中
の
出
世
コ
ー
ス
に
組
み
込
ま
れ
、
職
層
を
の
ぼ
っ
て
い
く
か
は
事
例

町
人
や
百
姓
の
娘
た
ち
の
奉
公
の
目
的
も
疑
問
の
―
つ
で
あ
る
。
歌
舞
音
曲
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表
5
奥
女
中
職
制
表

庄蓮 豆

「
諸
家
奥
女
中
袖
(
鏡2
4
)
 」
「奥
奉
公
出
世
双
六
」
「
画
本
時
世
(
粧2
5
)
 」
山
形
藩
水
野
家

大
和
郡
山
藩
柳
沢
家
松
江
藩
松
平(
2家6
)
 
熊
本
藩
細
川
(
2家7
)
 

安
政
5
年
刊

弘
化
元
年
～
元
治
元
年
刊
享
和
2
年
刊

天
保
3
年
～
明
治
元
年
安
永
2
年
～
天
明
4
年
安
政
2
年

元
治
2
年

御
局

局

老
女

老
女

老
女

年
寄

老
女

老
女

若
年
寄

若
年
寄

若
年
寄

中
藤

中
老

中
老

中
老

中
老

中
老

中
藤

表
小
性

御
小
性

御
小
性

御
小
姓

御
小
性

御
側
御
次

御
側

御
側

御
側

側
側

御
側

御
揃
御
次

表
使

表
使

御
次

御
次

御
次

次
御
次

呉
服
の
間

呉
服
間

御
茶
の
間

茶
の
間

御
三
の
間

御
三
の
間

御
三
の
間

御
仲
居
役

御
仲
居

御
仲
居

御
仲
居

御
仲
居

御
膳
所
詰

御
末

御
末

御
末

御
末

御
半
下

御
半
下

半
下

御
半
下

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
---
-----
---
-
-
-
-
-
-----
-
--
----
-
-
-
-
-
--
-
-
-
-
-----
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
---
--
-
-
-
-
-
-
-
--
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
---
-
-
-
-
-
----
-
-
-
-
--
-
-
-
-
-
-----
-
--
-
-
-
-
-
-
-
-
-

御
右
筆
の
間

御
右
筆

右
筆

右
筆

御
乳

乳
母

御
髪
上
げ

髪
結

針
妙

針
妙

物
縫

奥
向
取
締

御
部
屋
様

部
屋
子

部
屋
子

御
雇

御
雇

台
子

|85[ 

頭
、
格
な
ど
は
省
略



奥女中奉公について

忠
邦
の
母
の
よ
う
に
幸
福
と
は
程
遠
い
一
生
を
送
る
も
の
も
い
る
。
「
諸
家
奥
女

中
袖
鏡
」
で
は
奉
公
の
目
的
と
し
て
、
親
元
が
貧
し
か
っ
た
り
夫
の
手
元
が
不

如
意
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
が
、
奉
公
は
扶
持
減
ら
し
に
な

っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
金
銭
的
に
は
実
家
に
無
心
を
す
る
な
ど
、

む

し
ろ
負
担
と
な
っ
て
い
る
例
も
み
ら
れ
る
。
勿
論
、
奉
公
に
よ
る
利
点
も
あ
る
。

例
え
ば
、
町
人
や
農
民
の
女
性
が
武
家
奉
公
を
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
武
家
と

婚
姻
を
結
ぶ
こ
と
が
あ
る
。
彼
女
ら
に
と
っ
て
身
分
的
に
向
上
し
た
こ
と

(28) 

に
な
る
。

幕
末
動
乱
期
の
水
野
家
に
仕
え
る
の
と
、
安
定
期
に
文
化
人
で
隠
居
の
身
で

あ
る
柳
沢
信
鴻
に
仕
え
る
の
と
で
は
、
同
じ
奥
女
中
奉
公
と
い
っ
て
も
随
分
と

意
味
が
違
っ
た
と
い
え
る
。
信
鴎
に
仕
え
た
女
性
は
数
力
月
か
ら
一
、
二
年
行

儀
見
習
い
と
し
て
勤
め
、

そ
の
間
遊
芸
を
楽
し
み
信
鴻
の
供
を
し
て
江
戸
市
中

わ
ず
か
で
、
藩
主
よ
り
寵
愛
を
受
け
て
側
室
と
な
り
子
供
を
生
ん
で
も
、
水
野

箔
付
け
と
し
て
武
家
奉
公
に
出
る
と
述
べ
た
が
、
で
は
、
武
家
奉
公
す
れ
ば
、

良
縁
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
必
ず
し
も
そ
う
と
は
言
え
な
い
よ

う
だ
。
両
親
は
行
儀
見
習
い
の
つ
も
り
で
、
二
三
年
奉
公
さ
せ
て
、
暇
を
貰
い

縁
付
か
せ
よ
う
と
す
る
が
、
屋
敷
の
ほ
う
は
そ
れ
で
は
た
ま
ら
な
い
の
で
、

生
奉
公
や
長
期
の
奉
公
を
望
む
。
当
人
も
奉
公
が
性
に
合
う
と
な
か
な
か
止
め

よ
う
と
は
し
な
い
。
従
っ
て
、
暇
を
得
た
と
き
に
は
三
十
路
を
過
ぎ
て
い
る
な

ど
、
婚
期
を
逸
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
そ
う
な
る
と
、
婚
姻
先
の
相
手
は
再

婚
で
既
に
跡
取
り
が
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
当
人
に
と
っ
て
は
苦
労
が

多
く
、
良
縁
と
は
い
い
が
た
い
。
ま
た
、
奥
女
中
と
し
て
出
世
す
る
こ
と
や
側

室
と
な
る
こ
と
も
目
的
の
一
っ
と
い
え
る
が
、
老
女
ま
で
成
れ
る
も
の
は
ご
く

て
い
き
た
い
。

を
散
策
し
て
い
る
。

い
わ
ば
、
奉
公
を
満
喫
し
親
元
に
戻
り
結
婚
し
た
と
思
わ

れ
る
。
仕
え
る
時
期
や
相
手
に
よ
り
、
奉
公
の
目
的
は
違
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

本
稿
で
は
結
論
を
出
す
と
こ
ろ
ま
で
い
た
ら
な
か
っ
た
が
、
今
後
「
水
野
家

奥
女
中
日
記
」

の
解
読
を
進
め
る
と
と
も
に
、
よ
り
多
く
の
藩
の
事
例
を
集
め

[
註
]
(
1
)
深
井
雅
海
「
江
戸
城
本
丸
御
殿
固
に
見
る
中
奥
・表
向
・大
奥
」
（
下
）

川
林
政
史
研
究
所
研
究
紀
要
』

2
9号
•
3
0
号）

(
2
)
松
尾
美
恵
子
「
江
戸
幕
府
女
中
分
限
帳
に
つ
い
て
」
（
『学
習
院
女
子
短
期
大

学
紀
要
』
3
0
号
）

(
3
)

大
口
勇
次
郎
『
女
性
の
い
る
近
世
』
勁
草
書
房
、
一
九
九
五
年

生
麦
村
の
名
主
関
口
藤
右
衛
門
の
娘
千
恵
は
十
一
代
将
軍
徳
川
家
斉
の
側
妾

お
美
代
の
方
の
部
屋
方
（
合
の
間
）
に
勤
務
。

中
藤
の
部
屋
方
の
構
成
は
局
一

人
、
合
の
間
二
人
、
小
僧
一

人
、
タ
モ
ン
ニ
人
、
ゴ
サ
イ
一
人
と
さ
れ
て
い
る
。

(
4
)
前
掲
註

(
1
)
「
将
軍
家
治
付
き
女
中
一
覧
表
」
に
よ
る
と
直
の
奉
公
人
で
も

御
目
見
以
下
の
中
居
、

半
下
に
は
町
人
や
百
姓
の
娘
も
い
る
。

(
5
)

三
田
村
鳶
魚
『
御
殿
女
中
』
青
蛙
房
、
一
九
六
四
年

(
6
)

滝
沢
博
「
御
殿
女
中
・
吉
野
み
ち
の
手
紙
」
（
『
青
梅
市
史
史
料
集
』
40
号

青

梅
市
教
育
委
員
会
一
九
九
一
年
）

(
7
)
前
掲
註
(
2
)

(
8
)
文
京
ふ
る
さ
と
歴
史
館

『本
郷
に
生
き
た
サ
ム
ラ
イ
の
生
涯
』
展

図

録

文

京
区
教
育
委
員
会
、
一
九
九
七
年

(
9
)

前
掲
註

(
3
)
、
『関
口
日
記
』
横
浜
市
教
員
委
員
会
、
一
九
九
七
年
＼
一
九

八
五
年
。
関
口
千
恵
は
備
中
足
守
藩
木
下
家
の
麻
布
下
屋
敷
に
御
次
小
姓
と
し

て
三
年
勤
め
た
の
ち
、
越
前
勝
沼
藩
小
笠
原
家
の
江
戸
上
屋
敷
に
一
年
半
奉

公
。
そ
の
後
、
結
婚
し
夫
と
死
別
後
、
旗
本
中
野
清
茂
(
―
二
代
将
軍
徳
川
家

（『徳
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畑 尚子

斉
の
側
室
お
美
代
の
方
の
養
父
）
に
奉
公
、
そ
の
縁
で
江
戸
城
大
奥
で
お
美
代

の
方
の
部
屋
方
に
な
る
。

(10)

前
掲
註

(
6
)
、
増
田
淑
美
「
吉
野
み
ち
の
生
涯
ー
そ
の
手
紙
を
通
し
て
ー
」

（
『
江
戸
時
代
の
女
性
た
ち
』
吉
川
弘
文
館
一
九
九

0
年
）
吉
野
み
ち
は
田

安
家
、
江
戸
城
本
丸
大
奥
、
一
橋
家
の
三
カ
所
に
奉
公
。

(11)

前
掲
註

(
3
)
第
六
章
日
記
に
見
る
女
性
像

(12)

「
宴
遊
日
記
」
（『日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
認
巻
、
三
一
書
房
一
九
七

七
年
）

(13)

喜
田
川
季
荘
『
類
緊
近
世
風
俗
志
』
名
著
刊
行
会
一
九
七
九
年

(14)

「
植
崎
九
八
郎
上
書
」
（
『
日
本
経
済
大
典
』

20

啓
明
社
、
一
九
二
九
年
）

(15)

太
宰
春
台
「
独
語
」
（
『日
本
随
筆
大
成
』
第
1
期
17

吉
川
弘
文
館
、
一
九

九
四
年
）

(16)

花
咲
一
男

『米
翁
日
記
ノ
ー
ト
』
①
②
⑦
近
世
風
俗
研
究
会
、
一
九
八
三

年

(17)

前
掲
註

(16)
①

(18)

北
島
正
元

『水
野
忠
邦
』
人
物
叢
書
12

吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
年

(19)

「
奥
女
中
出
世
双
六
」
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
蔵

(20)

「
不
一
揚
録
・
公
徳
辮
・
藩
秘
録
」
（
『
日
本
史
料
選
書
』

7

近
藤
出
版
社
、

一
九
七
一
年
）

(21)

前
掲
註

(
2
)

(22)

『
旧
事
諮
問
録
』
（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
六
年
）
な
ど
よ
り
菜
代
（
五
菜
銀
）

は
味
噌
・
塩
の
代
銀
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
水
野
家
で
は
「
奥
女
中
渡
積
帳
」

に
味
噌
代
が
別
に
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
雑
費
と
考
え
ら
れ
る
。

水
野
家
文
書
「
奥
女
中
渡
方
積
帳
」
都
立
大
学
図
書
館
蔵

「
御
側
女
中
一
ケ
年
御
渡
方
左
之
通

一
、
金
五
両
御
給
金

一
、
金
壱
両
菜
代

一
、
金
六
両
弐
分
銀
五
匁
仕
着
代

一
、
金
三
両
化
粧
代

一
、
金
三
両
弐
分
銀
五
匁
四
分

御
扶
持
方
弐
人
分
代

一
、
金
弐
朱
銀
四
分
八
厘
膳
碗
代

一
、
金
壱
朱
銀
四
匁
八
分
味
噌
代

一
、
金
壱
朱
銀
四
匁
五
分
薪
代

一
、
金
三
両
弐
朱
銀
壱
匁
三
分
八
厘

／
金
弐
拾
三
両
銀
三
匁
五
分
六
厘

※
外
こ
金
壱
両
御
内
證
被
下
候
由
、

都
合
金
弐
拾
四
両
銀
三
匁
五
分
六
厘
」

(23)

前
掲
註

(
6
)
、
吉
野
み
ち
は
生
家
か
ら
金
銭
や
着
物
を
無
心
す
る
と
と
も

に
、
部
屋
方
で
の
付
き
合
い
の
た
め
お
土
産
も
届
け
て
も
ら
っ
て
い
る
。

(24)

「
諸
家
奥
女
中
袖
鏡
」
国
立
国
会
図
書
館
蔵

(25)

「
画
本
時
世
粧
」
復
刻
版
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
蔵

(26)

長
野
ひ
ろ
子
「
幕
藩
制
国
家
の
政
治
構
造
と
女
性
」
（
『
江
戸
時
代
の
女
性
た

ち
』
吉
川
弘
文
館
一
九
九

0
年）

(27)

前
掲
註

(26)

(28)

前
掲
註

(
6
)
、
吉
野
み
ち
は
幕
府
の
医
官
田
村
元
長
と
結
婚
し
て
い
る
。

炭
代
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